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拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
井
林
　
辰
憲
殿

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
起
点
の
都
市
交
通
改
革

利
用
し
や
す
い
タ
ク
シ
ー
を
市
民・利
用
者
の
元
へ
！

エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

　

私
た
ち
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ

ン
は
、「
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
か

ら
始
め
る
都
市
交
通
改
革
」

で
す
。
タ
ク
シ
ー
を
単
に
代

替
・
増
車
す
る
の
で
は
な
く
、

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
を
起
点
と
し

て
各
交
通
モ
ー
ド
の
役
割
を

根
本
か
ら
組
み
直
し
、
２
０

４
０
年
を
め
ど
に
京
都
の
都

市
交
通
全
体
を
再
設
計
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
京
都

特
有
の
碁
盤
の
目
の
エ
リ
ア

に
お
い
て
は
、
大
動
脈
で
あ

る
幹
線
は
バ
ス
や
鉄
道
が
担

っ
て
骨
格
を
形
成
し
、
生
活

道
路
や
短
距
離
移
動
は
ロ
ボ

タ
ク
シ
ー
が
き
め
細
か
く
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
支
え
る

有
機
的
な
連
携
を
確
立
し
ま

す
。
こ
の
改
革
に
よ
り
、「
安

価
な
価
格
に
よ
る
移
動
の
自

由
」「
マ
イ
カ
ー
削
減
に
よ

る
環
境
負
荷
軽
減
」「
都
市

の
交
通
渋
滞
の
削
減
」「
持

続
可
能
な
都
市
交
通
」
の
４

つ
の
相
乗
効
果
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
49
％

を
占
め
る
マ
イ
カ
ー
利
用
を

２
０
４
０
年
に
は
34
％
（
約

３
分
の
１
）
へ
と
抑
制
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
共
交

通
全
体
の
分
担
率
を
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
２
へ
と
大
幅

に
引
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
中

事
業
で
は
運
行
原
価
の
約
70

％
を
人
件
費
が
占
め
て
お

り
、
こ
れ
が
人
手
不
足
に
よ

る
賃
金
上
昇
や
度
重
な
る
運

賃
値
上
げ
を
招
く
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ロ

ボ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
よ

り
、
こ
の
人
件
費
比
率
を
約

30
％
（
遠
隔
監
視
・
管
理
費

用
な
ど
）へ
と
圧
縮
し
ま
す
。

削
減
さ
れ
た
原
価
は
約
２
割

安
価
な
運
賃
水
準
と
し
て
利

　

去
る
10
月
８
日
と
９
日
、

安
寧
で
持
続
的
な
未
来
を
創

る
地
域
と
産
業
～
「
超
快
適
」

ス
マ
ー
ト
社
会
の
創
出
～
と

銘
打
た
れ
て
開
催
さ
れ
た『
京

都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス

イ
ツ
、
日
本
の
自
動
運
転
車

両
に
実
際
に
乗
車
し
、
技
術

と
社
会
実
装
の
最
前
線
を
視

察
い
た
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
のW

aymo

（
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
）
や
テ
ス
ラ
（
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
）、
中
国
のPony.ai

（
北
京
）
やW

eRide

（
広

州
）
な
ど
で
は
、
レ
ベ
ル
４

自
動
運
転
に
よ
る
ロ
ボ
タ
ク

け
た
課
題
や
展
望
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
や
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
弊
社
に
お
き

ま
し
て
は
、
期
間
中PONY. 

AI

株
式
会
社
と
自
動
運
転
技

術
の
開
発
に
向
け
た
意
見
交

換
を
行
う
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
に

つ
い
て
覚
書
を
締
結
し
た
ほ

か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

核
と
し
て
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
が

全
体
の
10
％
を
担
い
、
バ
ス

（
24
％
）、
鉄
道
（
28
％
）、

既
存
タ
ク
シ
ー
（
４
％
）
と

調
和
し
た
新
た
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

　

運
送
事
業
経
営
の
根
幹
で

あ
る
コ
ス
ト
・
運
賃
構
造
に

お
い
て
も
劇
的
な
転
換
を
図

り
ま
す
。
従
来
の
タ
ク
シ
ー

ポ
２
０
２
６
』
で
は
、
自
動

運
転
を
テ
ー
マ
と
し
た
ブ
ー

ス
が
い
く
つ
も
出
展
さ
れ
、

ま
た
期
間
中
の
数
々
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お

い
て
も
自
動
運
転
導
入
に
向

都
市
に
お
け
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
で
考
え

て
も
、
度
重
な
る
運
賃
値
上

げ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、

誰
も
が
安
価
で
安
全
・
快
適

に
移
動
で
き
る
持
続
可
能
な

交
通
を
築
く
に
は
ロ
ボ
タ
ク

シ
ー
の
導
入
が
欠
か
せ
な
い

と
考
え
、
今
回
の
改
革
案
を

ま
と
め
て
い
る
次
第
で
す
。

シ
ー
の
商
用
運
行
が
す
で
に

日
常
の
足
と
し
て
定
着
し
て

お
り
、
乗
車
し
た
我
々
も
そ

の
技
術
力
の
高
さ
に
驚
く
と

同
時
に
、
近
い
将
来
こ
の
ロ

ボ
タ
ク
シ
ー
が
移
動
の
中
心

と
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
そ

の
時
代
を
見
据
え
た
準
備
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
危
機

感
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、

ョ
ン
へ
の
参
加
や
現
在
取
り

ま
と
め
て
い
る
ロ
ボ
タ
ク
シ

ー
を
起
点
と
し
た
都
市
交
通

改
革
案
の
構
想
を
ブ
ー
ス
に

て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
そ
の
発
表
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

当
社
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ド

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
に
て

都
市
交
通
改
革
案
を
発
表

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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に
接
続
さ
せ
、
都
市
全
体
の

回
遊
性
を
高
め
ま
す
。

③
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
需

要
予
測
に
よ
る
「
空
車
走
行

の
最
小
化
」：
過
去
の
乗
降

実
績
や
イ
ベ
ン
ト
・
天
候
デ

ー
タ
に
基
づ
く
Ａ
Ｉ
予
測
に

よ
り
、
需
要
発
生
エ
リ
ア
を

先
回
り
し
て
巡
回
さ
せ
、
降

車
前
に
次
の
乗
客
と
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
無
駄
な

空
車
走
行
を
最
小
化
し
ま

す
。
需
要
が
な
い
時
は
近
く

の
ス
タ
ン
ド
で
待
機
し
、
需

要
が
少
な
い
時
間
帯
に
は
車

庫
（
デ
ポ
）
へ
戻
り
、
自
動

充
電
・
清
掃
・
点
検
を
行
う

な
ど
無
駄
の
な
い
運
行
計
画

を
確
立
し
ま
す
。

用
者
に
還
元
し
つ
つ
、
事
業

者
に
は
10
％
の
適
正
利
益
を

確
保
す
る
新
モ
デ
ル
を
構
築

し
ま
す
。

（
１
面
よ
り
つ
づ
き
）

　

さ
ら
に
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
を

都
市
に
定
着
さ
せ
、
待
た
ず

に
す
ぐ
移
動
で
き
る
シ
ー
ム

レ
ス
な
環
境
を
構
築
す
る
た

め
３
つ
の
施
策
を
一
体
的
に

展
開
い
た
し
ま
す
。

①
街
中
に
待
た
ず
に
乗
れ
る

「
タ
ク
シ
ー
ス
タ
ン
ド
」
の

整
備
：
商
業
施
設
の
専
用
乗

り
場
設
置
や
既
存
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
の
専
用
レ
ー
ン
化
、

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
活
用

し
た
予
約
専
用
乗
り
場
の
導

入
を
推
進
し
ま
す
。
配
車
・

乗
車
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
に
加
え
、
ス
タ
ン
ド
設

　

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
の
普
及
が

進
ん
だ
後
は
、
京
都
全
域
の

移
動
需
要
を
過
不
足
な
く
カ

バ
ー
す
る
た
め
、
輸
送
密
度

と
都
市
特
性
に
応
じ
た
「
４

層
の
輸
送
体
系
」
へ
と
再
編

し
て
い
き
ま
す
。
第
一
層
と

し
て
、
幹
線
道
路
な
ど
利
用

者
の
多
い
エ
リ
ア
は
鉄
道
・

バ
ス
な
ど
の
「
大
型
輸
送
」、

第
二
層
と
し
て
、
第
一
層
の

周
辺
を
カ
バ
ー
す
る
定
員
10

人
程
度
の
乗
合
ロ
ボ
タ
ク
シ

ー
が
運
行
す
る
「
中
型
輸

送
」、
第
三
層
と
し
て
、
第

二
層
の
周
辺
を
カ
バ
ー
す
る

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
、
ま
た
交
通

空
白
地
は
小
型
の
乗
合
ロ
ボ

タ
ク
シ
ー
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

の
車
両
を
運
行
す
る
な
ど
、

需
要
に
応
じ
た
車
両
を
配
備

し
て
い
き
ま
す
。
２
０
４
０

年
時
点
の
事
業
規
模
と
し

て
、
市
内
全
体
で
は
バ
ス
を

除
き
計
１
万
５
０
０
０
台
の

自
動
運
転
車
両
を
配
備
す
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、
日

常
の
個
人
移
動
や
ビ
ジ
ネ
ス

利
用
に
対
応
す
る
２
～
３
人

乗
り
の
小
型
の
ロ
ボ
タ
ク
シ

ー
が
１
万
台
、
グ
ル
ー
プ
移

動
や
観
光
、
第
二
層
を
カ
バ

ー
す
る
乗
合
輸
送
を
担
う
10

人
乗
り
の
中
型
ロ
ボ
タ
ク
シ

ー
が
５
０
０
０
台
で
す
。

　

ま
た
、
有
人
運
行
車
両
と

の
棲
み
分
け
も
明
確
に
し
、

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
は
定
型
的
な

ポ
イ
ン
ト
間
移
動
を
安
価
に

担
う
一
方
、
車
い
す
介
助
や

高
齢
者
の
見
守
り
、
観
光
ガ

イ
ド
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
送
迎
と
い
っ

た
高
度
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

が
求
め
ら
れ
る
領
域
は
、
プ

ロ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
有

置
の
端
末
操
作
で
も
可
能
と

し
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作

に
不
慣
れ
な
高
齢
者
や
観
光

客
で
も
ス
ト
レ
ス
な
く
利
用

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

②
駅
を
中
心
と
し
た
結
節
点

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
」
の

展
開
：
京
都
市
内
の
地
下
鉄

各
駅
を
核
と
し
て
、
路
線
バ

ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
小
型

タ
ク
シ
ー
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を

一
体
的
に
乗
り
継
げ
る
交
通

拠
点
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
」

を
段
階
的
に
整
備
し
ま
す
。

バ
ス
や
鉄
道
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど

の
大
量
輸
送
機
関
と
も
円
滑

人
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー（
介

護
タ
ク
シ
ー
な
ど
）
が
担
い

ま
す
。
移
動
困
難
者
を
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
交
通
体
系
を
堅
持
し
、

乗
務
員
の
待
遇
向
上
と
高
付

加
価
値
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
改
革
案
は
、
複
雑
な

生
活
道
路
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で
盛
り
上
が
る
観
光
需
要
な

ど
難
条
件
を
抱
え
る
京
都
を

実
証
と
実
装
の
最
初
の
舞
台

と
し
、
運
用
モ
デ
ル
を
確
立

し
ま
す
。
そ
し
て
、
幹
線
と

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
た
知
見
を
、

同
様
に
交
通
弱
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
悩
む
全
国
各
地

の
地
方
都
市
へ
と
広
く
波
及

さ
せ
て
い
き
た
い
考
え
で

す
。
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
の
普
及

は
単
な
る
車
両
の
省
力
化
・

無
人
化
で
は
な
く
、
利
用
者

に
「
移
動
の
自
由
」
を
回
復

さ
せ
、
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
し
て
使
命
を
果
た
し
続
け

る
た
め
の
経
営
改
革
そ
の
も

の
で
す
。
私
た
ち
運
送
事
業

者
自
ら
が
恐
れ
ず
に
変
革
の

先
頭
に
立
ち
、
持
続
可
能
で

誇
れ
る
都
市
交
通
の
未
来
を

様
々
な
関
係
者
と
共
創
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

シ
ー
ム
レ
ス
な
乗
継
や

効
率
運
行
の
た
め
の
整
備

ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
普
及
の
後
に

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
再
編

運
転
タ
ク
シ
ー
）
が
交
通
を

変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
動

運
転
技
術
お
よ
び
車
両
の
開

発
・
運
用
を
行
い
、
世
界
９

ヵ
国
で
事
業
を
展
開
し
、
累

計
自
動
運
転
走
行
距
離
が
１

億
㎞
を
超
え
るPony.ai

と

の
知
見
の
交
換
が
双
方
に
有

益
と
の
認
識
を
共
有
し
、
覚

書
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
覚
書
は
、
日
本
に
お
け

る
自
動
運
転
技
術
の
開
発
動

向
、
安
全
性
や
運
用
上
の
課

題
、
規
制
・
許
認
可
へ
の
対

応
、
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
可
能
性
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｋ
Ｈ
Ｄ
とPony.ai

は

自
動
運
転
に
関
す
る
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
日
本
の
交
通

環
境
に
お
け
る
自
動
運
転
技

術
の
安
全
性
や
運
用
上
の
課

題
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
ロ
ボ

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

は
関
係
法
令
に
基
づ
く
許
認

可
の
取
得
が
前
提
で
す
の

で
、
今
後
は
許
認
可
の
取
得

を
前
提
に
、
意
見
交
換
の
結

果
を
踏
ま
え
て
各
社
で
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ

ス
ポ
２
０
２
６
と
は

　

10
月
８
日
・
９
日
、
け
い

は
ん
な
学
研
都
市
に
て
開

催
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関

わ
る
企
業
・
自
治
体
・
研
究

　

こ
の
度
、
エ
ム
ケ
イ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
以
下
、
Ｍ
Ｋ
Ｈ
Ｄ
）
と
、

PONY. AI

株
式
会
社
（
以

下
、Pony.ai

）
は
、
日
本

に
お
け
る
自
動
運
転
技
術
の

開
発
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
う
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
協
力
す
る
覚
書
を
、「
京

都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス

ポ
２
０
２
６
」
場
内
に
て
締

結
し
ま
し
た
。

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
覚
書
締
結
に
つ
い
て

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
担
い
手
不

足
や
移
動
コ
ス
ト
の
上
昇
に

よ
り
、
誰
も
が
安
全
・
安
心

に
移
動
で
き
る
環
境
の
確
保

が
課
題
と
な
る
な
か
、
海
外

で
は
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
（
自
動

機
関
な
ど
が
集
い
、
最

新
の
技
術
や
取
り
組
み

を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
Ｈ
Ｄ
とPony.

ai 

は
、
10
月
８
日
に

共
同
出
展
し
、
屋
外
で

はPony.ai

の
第
７
世

代
ロ
ボ
タ
ク
シ
ー
の
展

示
（
走
行
を
伴
わ
な
い

静
態
展
示
）
を
、
屋
内

で
は
両
社
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
で
自
動
運
転

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
11
月
１
日
以
降
に

レ
ン
タ
カ
ー
の
ご
予
約
を
い

た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に
つ

き
ま
し
て
は
、
個
別
に
ご
連

絡
の
う
え
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
順
次
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

突
然
の
お
知
ら
せ
と
な

り
、
お
客
様
に
は
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
神
戸
Ｍ
Ｋ
・
Ｍ

Ｋ
レ
ン
タ
カ
ー
へ
の
ご
愛
顧

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
21
日
を
も
ち
ま
し

て
、
神
戸
Ｍ
Ｋ 

須
磨
営
業

所
を
閉
鎖
し
、
神
戸
Ｍ
Ｋ
本

社
と
統
合
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｋ
レ
ン
タ
カ
ー

関
西
空
港
店
は
、
10
月
31
日

を
も
ち
ま
し
て
営
業
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

詳細はこちら

Ｍ
Ｋ
Ｈ
Ｄ
代
表
取
締
役
社
長
・
青

木
信
明
（
写
真
左
）
と
、 PO

N
Y. 

A
I 

株
式
会
社
取
締
役
・
施
雨
様
が
、

京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ

２
０
２
６
会
場
に
て
覚
書
を
締
結

（
展
示
車
両
は
走
行
を
伴
わ
な
い

静
態
展
示
） 

ＭＫ× Pony.aiＭＫ× Pony.ai
日本における自動運転技術に日本における自動運転技術に
関する戦略的パートナーシップ関する戦略的パートナーシップ

の覚書締結の覚書締結

神
戸
Ｍ
Ｋ 

須
磨
営
業
所

�

閉
鎖
の
お
知
ら
せ

Ｍ
Ｋ
レ
ン
タ
カ
ー
関
西
空
港
店

�

閉
店
の
お
知
ら
せ

MK新聞への広告掲載は
☎075-555-3186
mknews@mk-group.co.jp

お気軽にお問合せください
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が
動
き
出
す
。
京
都
、
富
山
、

広
島
―
―
あ
の
頃
も
今
も
変

わ
ら
な
い
温
度
で
接
し
て
く

れ
る
ハ
セ
オ
と
過
ご
す
〝
３

つ
の
夜
〟
が
、
神
名
の
人
生

を
大
き
く
変
え
て
い
く
。

◎
出
町
座

京
都
市
上
京
区
三
芳
町
１
３

３
（
出
町
桝
形
商
店
街
内
）

☎
０
７
５
・
２
０
３
・
９
８

６
２

☆
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
令

和
８
年
12
月
31
日
ま
で
有

効
。
期
間
中
に
上
映
さ
れ
る

作
品
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
）
を
１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
！
11
面
プ
レ
ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

前
回
、
持
っ
て
い
る
本
の

中
で
一
番
大
き
な
も
の
を
紹

介
し
た
の
で
、
今
回
は
一
番

小
さ
な
本
。

　

今
野
書
房
刊
「
ミ
ク
ロ
文

庫
」
の
一
冊
で
、『
悲
し
き

玩
具
』
石
川
啄
木
著
。
奥
付

を
ル
ー
ペ
で
見
る
と
、
発
行

は
「
昭
和
四
三
年
五
月
十
二

日
」
と
読
み
取
れ
る
。

　

極
小
サ
イ
ズ
な
の
に
上
製

本
風
の
装
丁
。
貼
り
表
紙
の

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
見
返
し
が

あ
り
、し
か
も
貼
り
箱
入
だ
。

し
お
り
紐
（
ス
ピ
ン
）
だ
け

で
な
く
、
花
ぎ
れ
ま
で
付
い

て
い
る
。

　

本
体
は
縦
23
ミ
リ
×
横
17

ミ
リ
×
幅
５
ミ
リ
（
実
測

値
。
誤
差
あ
り
。
以
下
同
）。

貼
り
箱
の
外
形
寸
法
は
縦
26

ミ
リ
×
横
19
ミ
リ
×
幅
７
ミ

リ
。
本
文
16
字
×
７
行
。
ノ

ン
ブ
ル
あ
り
。
全
１
１
２
ペ

ー
ジ
。

　

付
属
説
明
書
に
よ
る
と
、

版
面
（
は
ん
づ
ら
＝
本
文
印

刷
範
囲
）
は
縦
14
ミ
リ
×
横

９
ミ
リ
。見
返
し
は
和
紙
で
、

本
文
用
紙
は
イ
ン
デ
ィ
ア
紙

を
使
用
と
の
こ
と
。

　

既
刊
『
杜
子
春
』、
次
刊

は
『
藪
の
中
』（
共
に
芥
川

龍
之
介
著
）
と
出
版
案
内
に

あ
る
。
定
価
６
０
０
円
。

　

第
二
位
は
、
松
下
幸
之
助

著
『
道
を
ひ
ら
く
』（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
刊
）。
奥
付
に「
昭

和
45
年
１
月
１
日
特
別
号
発

行
」
と
あ
る
。
こ
の
豆
本
が

ピ
タ
リ
と
収
ま
る
透
明
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
入
っ

て
い
る
。
非
売
品
。

　

本
体
は
縦
32
ミ
リ
×
横
24

ミ
リ
×
幅
７
ミ
リ
。

　

た
だ
、
本
体
は
上
記
『
悲

し
き
玩
具
』
の
ほ
う
が
小
さ

い
の
だ
が
、
本
文
31
字
×
10

行
で
、
文
字
は
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
小
さ
い
。
さ
ら
に
驚
く

べ
き
は
、
な
ん
と
！
ル
ビ

（
フ
リ
ガ
ナ
）
ま
で
印
刷
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
松
下

幸
之
助.com
」
に
よ
る
と
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
「
パ
ナ
カ
ラ
ー
」
購
入
者

に
進
呈
さ
れ
た
。
大
阪
万
博

の
松
下
館
を
訪
れ
た
要
人
に

も
贈
呈
さ
れ
た
と
い
う
。

　

松
下
館
に
出
展
さ
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
模
型
の
中
に
豆
本
が
収
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
憶
え
て

い
る
が
、
模
型
は
い
つ
の
ま

に
か
捨
て
て
し
ま
っ
た
。

　

最
後
に
変
わ
り
種
を
ご
紹

介
。
京
都
市
内
の
京
寺
町
会

商
店
街
が
二
〇
〇
九
年
四
月

に
「
豆
本
キ
ッ
ト
」
な
る
も

の
を
発
行
し
て
い
る
。
題
し

て
『
都
の
魁
（
さ
き
が
け
）・

寺
町
編
』。

　

明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
商

店
イ
ラ
ス
ト
ガ
イ
ド
本
『
都

の
魁
』
の
パ
ロ
デ
ィ
だ
。

　

寺
町
編
は
Ａ
３
判
用
紙
一

枚
に
両
面
印
刷
。
ハ
サ
ミ
で

切
っ
て
、
蛇
腹
に
折
り
、
の

り
付
け
し
た
ら
完
成
。
厚
紙

の
表
紙
が
別
添
。
商
店
街
の

35
店
舗
ほ
か
を
イ
ラ
ス
ト
付

き
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

豆
本
の
仕
上
が
り
サ
イ
ズ

は
、
縦
30
ミ
リ
×
横
42
ミ
リ

×
幅
７
ミ
リ
。

　

こ
れ
を
も
ら
う
た
め
に
商

店
街
に
行
っ
て
安
価
な
商
品

を
選
ん
で
買
い
物
を
し
た
記

憶
が
あ
る
。
コ
ピ
ー
し
て
豆

本
を
作
り
、
原
物
は
そ
の
ま

ま
保
存
し
て
い
る
。

　

豆
本
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
は

な
い
が
、
文
庫
本
の
半
分
程

度
か
、
そ
れ
よ
り
小
さ
く
て

も
拡
大
鏡
な
し
で
読
め
る
実

用
範
囲
の
ユ
ニ
ー
ク
な
豆
本

が
ま
だ
い
く
つ
も
手
元
に
あ

る
の
で
、
ま
た
の
機
会
に
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

▼▼
４
４
６
４
４
６
▲▲

本本
だ
け
だ
け
眺眺
め
て
め
て

暮暮
ら
し
た
い

ら
し
た
い大

西　

信
夫

大
西　

信
夫

　

こ
の
３
ヵ
月
間
は
、
私
に

と
っ
て
人
生
で
一
番
の
思
い

出
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
学
生
時
代
、
ま
と
も

に
勉
強
を
せ
ず
ス
ポ
ー
ツ
ば

か
り
し
て
過
ご
し
て
き
た
た

め
、
学
生
時
代
の
思
い
出
と

選
択
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
来
て
初
め
て

授
業
を
受
け
た
時
、
日
本
と

の
授
業
の
進
め
方
の
違
い
に

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
授
業
は
す
べ
て
英
語
で
、

挙
手
制
も
あ
り
ま
せ
ん
。
分

か
っ
た
人
が
そ
の
場
で
す
ぐ

に
答
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
主

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
な
に

よ
り
グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア
ワ
ー

ク
が
多
く
、
た
く
さ
ん
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日

の
授
業
が
と
て
も
新
鮮
で
、

日
本
の
授
業
よ
り
も
私
は
こ

の
ス
タ
イ
ル
の
方
が
理
解
し

や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

周
り
の
人
た
ち
よ
り
も
英

語
の
レ
ベ
ル
が
か
な
り
低
か

っ
た
私
に
、
友
達
は
毎
日
の

よ
う
に
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。
何
度
「
ご
め
ん
、
理
解

で
き
な
い
！
」と
伝
え
て
も
、

嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
、
私
が

理
解
で
き
る
ま
で
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
毎
日
の
よ
う
に
「
ご

め
ん
ね
」
と
言
う
と
み
ん
な

は
「
僕
に
と
っ
て
も
英
語
の

練
習
に
な
る
か
ら
、
迷
惑
だ

な
ん
て
思
わ
な
い
で
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
は
、
慣
れ
な
い
環
境
で
過

ご
す
私
に
と
っ
て
大
き
な
心

の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

友
達
と
仲
良
く
な
り
毎
日
の

よ
う
に
放
課
後
一
緒
に
勉
強

を
し
た
り
、
カ
フ
ェ
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
一
緒
に
過

ご
す
中
で
、
お
互
い
の
国
の

文
化
や
違
い
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、

イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
も
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
国
や
文
化
、
宗
教
が
こ

ん
な
に
も
違
う
私
た
ち
が
、

英
語
と
い
う
共
通
の
言
葉
を

通
し
て
仲
良
く
な
れ
た
こ
と

が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
私
を
本
当
の
娘

の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く

ば
す
ぐ
に
助
け
て
く
れ
る
、

私
に
と
っ
て
第
二
の
母
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
の
お
か
げ
で
、
留
学
生

活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
生

活
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
英

語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

帰
国
２
週
間
前
に
な
る

と
、
友
達
や
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー

と
の
別
れ
、
そ
し
て
日
本
へ

帰
る
こ
と
が
寂
し
く
て
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
泣
い
て
い
ま

し
た
。
最
後
の
授
業
で
は
、

先
生
が
「Kurumi

が
泣
い

ち
ゃ
う
か
ら
、
今
日
は
し
ん

み
り
し
た
話
を
し
ち
ゃ
だ
め

だ
よ
、
み
ん
な
！
」
と
声
を

か
け
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
れ

ほ
ど
私
に
と
っ
て
、
こ
の
留

強
を
頑
張
っ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。Norwich

で
出
会
っ
た
友
達
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
友
達

の
姿
を
見
て
い
る
と
、
私
も

も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま

す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
決
し

て
英
語
の
勉
強
を
や
め
ま
せ

ん
。

　

留
学
を
通
し
て
、
英
語
を

学
ぶ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
異

な
る
文
化
や
考
え
方
を
持
つ

人
と
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
人
と
過
ご
す
中
で
、

自
分
と
は
違
う
考
え
方
を
知

り
、
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
も
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
得
た

経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事

に
し
っ
か
り
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
特
に
外
国
か
ら

日
本
を
訪
れ
る
お
客
様
に
安

心
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ

し
て
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
、
た
だ
目
的
地
ま
で
お
送

り
す
る
だ
け
で
は
な
く
日
本

の
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
会
社
の

皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
３
ヵ
月
間

で
得
た
経
験
や
学
ん
だ
こ
と

を
決
し
て
無
駄
に
せ
ず
、
必

ず
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
が
中
心

で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
Ｍ

Ｋ
に
入
社
し
て
、
仕
事
を

す
る
中
で
英
語
の
必
要
性

を
感
じ
少
し
ず
つ
勉
強
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か

ら
、
ダ
メ
元
で
も
応
募
し

て
み
よ
う
」
と
思
い
今
回

の
海
外
研
修
に
応
募
し
ま

し
た
。
今
、
海
外
研
修
を

終
え
て
振
り
返
る
と
こ
の

学
は
大
き
な
意
味
を
持
つ

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
国
す
る
際
、
イ
ギ
リ

ス
を
離
れ
て
英
語
を
話
す

環
境
か
ら
少
し
ず
つ
日
本

語
の
環
境
へ
戻
っ
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
、「
も
う

イ
ギ
リ
ス
に
は
戻
れ
な
い

ん
だ
」
と
と
て
も
寂
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
必
ず
も
っ

と
成
長
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

留
学
中
に
出
会
っ
た
友

達
と
は
「
お
互
い
に
も
っ

と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
必
ず
ま
た
再
会

し
よ
う
」
と
約
束
し
ま
し

た
。
私
だ
け
が
英
語
の
勉

れ
、
毎
日
た
く

さ
ん
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し

た
。
困
っ
た
こ

と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ

人
生
で
一
番
の
思
い
出
と
経
験

名
古
屋
Ｍ
Ｋ

第
42
期
海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト
②

樋
渡　

来
実　

社
員

大きな心の支えとなったクラスメートたちと大きな心の支えとなったクラスメートたちと

お世話になった先生とお世話になった先生と

第
二
の
母
の
よ
う
な
存
在
の

第
二
の
母
の
よ
う
な
存
在
の

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と

今号は４面にも
海外研修レポート
を掲載！

© 2026『男ともだち』製作委員会

ぜ
か
深
く
理
解
を
し
て
く
れ

る
〝
男
と
も
だ
ち
〟
ハ
セ
オ

か
ら
の
思
い
が
け
な
い
電
話

を
き
っ
か
け
に
、
７
年
ぶ
り

に
再
会
。
甘
く
、
苦
く
、
ひ

り
ひ
り
と
し
た
二
人
の
時
間

　

京
都
に
暮
ら
す
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
神
名
。
30
歳
を

目
前
に
し
た
彼
女
は
人
生
に

静
か
な
行
き
詰
ま
り
を
感
じ

て
い
た
。
絵
本
で
賞
を
獲
り

脚
光
を
浴
び
た
の
は
何
年
も

前
、
最
近
は
無
茶
な
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
ワ
ー
ク
に
神
経
を
す

り
減
ら
し
、
惰
性
と
不
毛
な

恋
愛
に
逃
げ
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
。
昔
か
ら
自
分
勝
手

で
人
間
関
係
に
不
器
用
な
の

は
自
覚
し
て
い
る
神
名
だ
っ

た
が
、
出
会
っ
た
頃
か
ら
な

男ともだち

出町座にて１１／６（金）より公開
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愛
知
県
で
は
、
水
素
の
需

要
と
供
給
を
一
体
的
に
創
出

す
る
「
あ
い
ち
水
素
関
連
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、

水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
乗
用
車
に
比
べ
１
日
あ

た
り
の
走
行
距
離
が
多
く
、

水
素
需
要
の
大
規
模
創
出
に

貢
献
す
る
タ
ク
シ
ー
に
着
目

　

入
社
前
か
ら
海
外
研
修
に

行
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
、
そ
の
思
い
を
持
っ
て

入
社
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
に
海
外
研
修
に
行
く
こ

駅
構
内
に
Ｆ
Ｃ
タ
ク
シ
ー
の

専
用
乗
り
場
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
運
用
開
始
日
の
９
月

７
日
に
開
催
さ
れ
た
お
披
露

目
式
に
名
古
屋
Ｍ
Ｋ
も
出
席

し
ま
し
た
。

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
輩
方
に
も
色
々
と
話
を
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
不

安
な
こ
と
や
未
知
な
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
海
外
研
修
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
藤
森
さ
ん

と
樋
渡
さ
ん
と
は
、
ほ
と
ん

ど
初
対
面
だ
っ
た
の
で
、
う

ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
の
か
、
二
人
の
足

を
引
っ
張
ら
な
い
か
、
学
校

で
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い

け
る
の
か
、
と
て
も
不
安
で

し
た
。
ま
た
、
学
校
で
何
を

学
ぶ
の
か
、
授
業
に
つ
い
て

い
け
る
の
か
、
ど
ん
な
授
業

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
に
着
く
と
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
こ
と
が

あ
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
ら

し
い
家
で
、
広
い
庭
も
あ

り
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
と

て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ

た
の
で
、
す
ぐ
に
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
、
今
年
度
か
ら
Ｆ
Ｃ
タ

ク
シ
ー（
水
素
タ
ク
シ
ー
）

の
導
入
事
業
者
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｃ
は
「Fuel Cell

」

の
略
で
、
水
素
と
酸
素
で

電
気
を
発
生
さ
せ
る
「
燃

料
電
池
」
が
搭
載
さ
れ
て

お
り
、
水
素
を
外
部
か
ら

充
填
し
、
発
生
し
た
電
気

に
よ
り
モ
ー
タ
ー
で
走
行

し
ま
す
。
愛
知
県
で
は
２

０
３
０
年
度
ま
で
に
２
５

と
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
、
嬉

し
さ
よ
り
も
迷
い
や
不
安
の

方
が
強
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
海
外
研
修
に
行
く
こ
と

を
み
ん
な
に
伝
え
た
と
こ

ス
タ
イ
ル
な
の
か
も
分
か
ら

ず
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
人
生
で

初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く

と
い
う
こ
と
で
、
楽
し
み
な

気
持
ち
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

　

日
本
を
出
発
し
て
イ
ギ
リ

ス
に
着
き
、
飛
行
機
か
ら
降

り
た
瞬
間
に
、「
今
イ
ギ
リ

ス
に
い
る
ん
だ
」
と
実
感
し

ま
し
た
。
周
り
の
案
内
も
会

話
も
す
べ
て
英
語
で
、
イ
ミ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
入
国
審

査
）
を
無
事
に
通
れ
る
か
も

心
配
で
し
た
。
空
港
か
ら
は

タ
ク
シ
ー
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
ま
で
向
か
い
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
も

日
本
と
は
違
い
、
も
っ
と
ゆ

っ
た
り
し
て
い
て
、
運
転
中

に
昼
ご
飯
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
食
べ
て
い
た
こ
と
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に

着
い
て
最
初
に
感
じ
た
大
き

な
違
い
で
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も

最
初
は
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
少
し
ず
つ
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、先
生
は
私
の
日
本
人

ら
し
い
英
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

で
も
一
生
懸
命
聞
き
取
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
２
週
間
ほ
ど

経
つ
と
、
先
生
が
話
し
て
い

る
こ
と
も
少
し
ず
つ
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か

ら
本
格
的
に
授
業
が
始
ま
っ

た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

授
業
中
の
ス
タ
イ
ル
も
日

本
と
は
違
い
ま
し
た
。
日
本

で
は
疑
問
が
あ
っ
た
時
、
ま

ず
手
を
挙
げ
て
か
ら
発
言
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
こ

ち
ら
で
は
疑
問
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
先
生
に
伝
え
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
先
生
も
授
業

を
止
め
て
、
怒
る
こ
と
も
な

く
、
す
ぐ
に
質
問
に
答
え
て

い
ま
し
た
。
最
初
は
な
か
な

か
勇
気
が
出
な
く
て
質
問
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し

時
間
が
経
つ
と
、
自
分
か
ら

初
日
に
は
犬
の
散
歩
に
も
誘

っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
散

歩
を
し
て
家
に
帰
っ
た
の
は

21
時
30
分
ご
ろ
で
し
た
。
そ

れ
で
も
外
は
ま
だ
明
る
く
、

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は
る

か
に
昼
が
長
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
一
日
が
長
く
感
じ

て
、
少
し
得
を
し
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
た
翌

日
か
ら
す
ぐ
に
学
校
が
始
ま

り
ま
し
た
。
初
日
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
学
校
ま
で
一

緒
に
バ
ス
で
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
が
、
バ
ス
が
40
分
ほ
ど

遅
れ
て
来
ま
し
た
。
最
初
は

「
た
ま
た
ま
か
な
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
日
が
経
つ

に
つ
れ
て
、
バ
ス
が
遅
れ
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
と
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
と

違
っ
て
バ
ス
が
予
定
時
間
よ

り
早
く
出
発
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
一
度
、
定
刻
の

３
分
前
に
バ
ス
停
に
向
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
着
い
た

時
に
は
バ
ス
が
ち
ょ
う
ど
出

発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

０
台
の
導
入
を
目
標
と
し
、

今
年
度
は
約
90
台
が
導
入
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
名
古
屋

Ｍ
Ｋ
も
本
取
り
組
み
に
賛
同

し
、
10
台
（
ヒ
ョ
ン
デ
・
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｏ
）
を
導
入
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
競
技
大
会

及
び
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

開
催
中
の
期
間
限
定
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋

ろ
、
た
く
さ
ん
の
応
援
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
迷
い

も
な
く
な
り
、「
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
行
く
前

は
、
ど
ん
な
生
活
に
な
る

の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
勉

強
す
る
の
か
、
最
初
は
全

　

車
の
窓
か
ら

見
え
る
景
色
も

日
本
と
は
全
く

違
い
、
広
い
草

原
が
続
い
て
い

て
、
そ
の
中
に

馬
や
羊
、
牛
な

ど
が
見
え
ま
し

質
問
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど

色
々
な
国
か
ら
来
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
生

活
ス
タ
イ
ル
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
て
、
バ
ス
停
に
立
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
手
を
挙

げ
て
乗
る
合
図
を
し
な
い

と
、
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
日
本
と
の
大

き
な
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

土
日
に
は
色
々
な
場
所
へ

出
か
け
、
で
き
る
だ
け
現
地

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
３
ヵ
月
間
の
研
修
を
終

え
て
、
ま
だ
ま
だ
英
語
を
上

手
に
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
海
外
の
方
と
話
す
時

に
あ
ま
り
緊
張
し
な
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
相
手
が
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
も
、
以

前
よ
り
少
し
ず
つ
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
研
修
を
通
し

て
、
英
語
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
と
は
違
う
文
化
や
考
え

方
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
実
際

に
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の

仕
事
に
し
っ
か
り
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
上
級
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
英
会
話
ド
ラ
イ
バ

ー
＝English Speaking 

Driver

）に
な
れ
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
英
語
の
勉
強
を
続
け

て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

初
日
の
授
業
も
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
授
業
の
内
容
は
あ

る
程
度
分
か
り
ま
し
た

が
、
先
生
の
話
し
方
や

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
出
身

国
に
よ
る
英
語
の
な
ま

り
が
あ
り
、
な
か
な
か

聞
き
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
何
度

も
聞
き
直
し
た
り
、
メ

モ
を
書
き
直
し
た
り
、

異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
て

京
都
Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー
部

第
42
期
海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト
③

姚　

偉
鋭　

社
員

クラスメートとクラスメートと

お披露目式にてお披露目式にて

共に留学した藤森社員とケンブリッジ共に留学した藤森社員とケンブリッジ
にて（左が姚社員）にて（左が姚社員）

授業の一環でノーリッジの街をガイド授業の一環でノーリッジの街をガイド

夕
食
後
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

夕
食
後
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

犬
の
散
歩
も

犬
の
散
歩
も

専用乗り場の
詳細はこちら

名古屋ＭＫ

水素自動車を導入
JR名古屋駅構内のFCタクシ
ー専用乗り場設置に伴うお披
露目式に参加
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去
る
10
月
１
日
、「
２
０

２
７
年
度
入
社
Ｍ
Ｋ
京
都
グ

ル
ー
プ
内
定
式
」
が
山
科
営

業
所
に
て
執
り
行
わ
れ
、
京

都
Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
Ｔ
Ｃ
）
12
名
、

札
幌
Ｍ
Ｋ
１
名
、
滋
賀
Ｍ
Ｋ

１
名
、
Ｍ
Ｋ
石
油
１
名
の
、

計
15
名
の
内
定
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
代
表
取
締
役
社
長
・
青
木

信
明
よ
り
「
機
械
化
が
進
み

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は

じ
め
、
私
た
ち
従
業
員
の
原

点
は
、
お
客
様
に
安
心
・
安

全
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。

そ
の
上
で
、
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
色
ん
な
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
努
力
や
成
長
を
サ
ポ

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
」と
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
内
定
辞

令
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
内
定
者
の

懇
親
会
と
し
て
、「〈
大
切
な

何
か
が
失
わ
れ
た
〉
未
来
の

世
界
を
救
う
」を
テ
ー
マ
に
、

謎
解
き
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
協
力
し
て
謎
解
き

を
進
め
る
う
ち
に
、
自
然
と

会
話
や
笑
顔
が
増
え
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

で
期
待
も
非
常
に
大
き
い
で

す
。
不
安
も
含
め
て
今
回
の

研
修
で
し
か
で
き
な
い
経
験

だ
と
考
え
、失
敗
を
恐
れ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
積
極
的

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
最
後
に
意
気
込
み
を
一
言

高
橋
：
留
学
中
は
、
正
し
い

ー
ト
す
る
体
制
は
整
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｋ
は
、

語
学
力
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
を
備
え
た
ト
ラ
ベ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

ハ
イ
ヤ
ー
事
業
に
加
え
、

自
動
運
転
（
ロ
ボ
タ
ク
シ

ー
）
の
都
市
交
通
改
革
に

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
安
心
と
安
全
を

胸
に
、
新
し
い
交
通
の
未

来
を
共
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
来
年
４
月
に

文
法
で
英
語
を
話
す
こ
と
よ

り
も
、
素
早
く
返
答
し
自
然

に
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
英
語
を
学
び
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
帰
国
後
も
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
英
会
話
ド
ラ
イ
バ

ー
＝English Speaking 

Driver

）
と
し
て
会
社
に
貢

献
で
き
る
よ
う
日
々
勉
強

し
、
英
語
で
観
光
案
内
が
で

き
る
よ
う
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ラ
ン
ク
も

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

久
保
：
３
ヵ
月
間
、
た
だ
英

語
を
勉
強
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
人

と
関
わ
り
、
で
き
る
限
り
多

く
英
語
を
使
う
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。帰
国
後
は
、

研
修
で
身
に
つ
け
た
英
語
力

や
経
験
を
日
々
の
業
務
に
活

か
し
、
海
外
か
ら
の
お
客
様

と
自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
り
、
将
来
的
に
は
上
級

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
会
社
に
貢
献

で
き
る
よ
う
成
長
し
た
い
で

す
。

観
へ
の
理
解
も
深
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
出
発
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
が
、
今
の
気
持
ち
は
？

高
橋
：
海
外
で
３
ヵ
月
過
ご

す
こ
と
に
は
不
安
も
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
頂

け
た
機
会
を
最
大
限
活
か
す

た
め
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

　

Ｍ
Ｋ
で
は
平
成
４
年
か
ら

海
外
研
修
制
度
を
開
始
し
、

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

開
始
当
初
は
、
毎
年
数
名
を

１
ヵ
月
間
イ
ギ
リ
ス
へ
語
学

研
修
に
派
遣
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
よ
り
各
人

の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
コ
ー
ス

を
設
定
し
、
派
遣
を
行
っ
て

だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
や
学
校
の
先

生
方
、
同
僚
の
久
保
さ

ん
に
上
手
く
頼
り
な
が

ら
、
得
ら
れ
る
知
識
・

経
験
を
全
て
日
本
に
持

っ
て
帰
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

久
保
：
初
め
て
の
海
外

生
活
で
あ
り
、
３
ヵ
月

間
と
い
う
長
期
間
日
本

を
離
れ
る
こ
と
に
も
な

る
た
め
、
生
活
環
境
の

違
い
な
ど
に
対
す
る
不

安
は
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
経
験
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の

い
ま
す
。
第
43
期
と
な
る
今

回
は
、
京
都
Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー

部
の
高
橋
佐
歩
社
員
と
久
保

航
太
社
員
が
３
ヵ
月
間
イ
ギ

リ
ス
に
滞
在
し
ま
す
。

出
発
直
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
海
外
研
修
を
志
望
さ
れ
た

理
由
は
？

高
橋
：
英
語
を
上
達
さ
せ
た

い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

人
と
し
て
成
長
し
た
い
と
思

い
、
海
外
研
修
を
志
望
し
ま

し
た
。
英
語
し
か
使
え
な
い

環
境
で
日
本
と
は
異
な
る
文

化
や
価
値
観
を
感
じ
、
日
本

で
は
で
き
な
い
経
験
を
た
く

さ
ん
積
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
学
び
を

仕
事
に
活
か
し
、
語
学
面
で

も
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
海
外
か

ら
の
お
客
様
を
ス
ム
ー
ズ
に

ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

久
保
：
海
外
か
ら
の
お
客
様

を
担
当
す
る
中
で
、
観
光
案

内
な
ど
事
前
に
準
備
で
き
る

英
語
だ
け
で
な
く
、
何
気
な

い
会
話
に
も
自
然
に
対
応
で

き
る
英
語
力
を
身
に
つ
け
た

い
と
感
じ
、
海
外
研
修
を
志

望
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で

実
際
に
生
活
し
、
日
常
的
に

英
語
を
使
う
環
境
に
身
を
置

く
こ
と
で
、
語
学
力
だ
け
で

な
く
、
異
な
る
文
化
や
価
値

Learning

　 about the hospitality

　　　  around the world

ＭＫ社員　海外研修へ

世界に通じる
「おもてなし」を学ぶ

第43回
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出
発
前
日
の
９
月
４
日
、
高
橋
社
員

（
写
真
左
）・
久
保
社
員
（
右
）
が
、

エ
ム
ケ
イ
㈱
前
川
社
長
へ
出
発
前
の

挨
拶
を
行
っ
た

青木社長による講話青木社長による講話

２
０
２
７
年
度
入
社

Ｍ
Ｋ
京
都
グル
ー
プ
内
定
式

～
安
心
安
全
の
徹
底
と
、

�
交
通
改
革
に
挑
ん
で
い
く
～

完
全
個
室
型
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

「m
am
aro™

」設
置

パ
パ
も
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
仕
様

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂

　

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂
で

は
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
よ
り
安
心

し
て
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
完
全
個
室
の
設

置
型
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

「mamaro™

（
マ
マ
ロ
）」

を
、
９
月
29
日
よ
り
設
置

し
、
運
用
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂

は
、
全
48
レ
ー
ン
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
カ
ラ

オ
ケ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ゲ

ー
ム
、
食
堂
な
ど
、
長
年
に

わ
た
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
三

世
代
で
お
越
し
に
な
る
お
客

様
に
広
く
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
の
お
客
様
か
ら
は
「
ゆ

っ
く
り
遊
び
た
い
け
れ
ど
、

お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
周
囲
へ
の
気
兼
ね

や
不
安
が
あ
る
」
と
い
う
声

も
あ
り
、
お
出
か
け
時
の
ハ

ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
京
都
府
が

令
和
８
年
度
に
展
開
す
る「
駅

や
公
共
施
設
等
へ
の
ベ
ビ
ー

ケ
ア
ル
ー
ム
設
置
事
業
（
府

内
計
45
施
設
）」
の
設
置
先
に

申
請
。
行
政
と
連
携
し
、
誰

も
が
気
兼
ね
な
く
足
を
運
べ

る
「
子
育
て
に
優
し
い
風
土

づ
く
り
」
に
貢
献
す
べ
く
、

Trim

株
式
会
社
が
開
発
し
た

可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

「mamaro™

」
の
導
入
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
畳
１
畳

ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
が

可
能
で
、
施
錠
も
可
能
な
完

全
個
室
の
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー

ム
で
す
。
従
来
の
「
女
子
ト

イ
レ
や
女
性
専
用
エ
リ
ア
に

併
設
さ
れ
た
授
乳
室
」
と
は

異
な
り
、
性
別
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

る
の
で
パ
パ
が
一
人
で
お
子

様
を
連
れ
て
の
利
用
や
、
夫

婦
で
協
力
し
て
の
育
児
ケ
ア

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

設
置
場
所
：
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上

賀
茂 

２
階
ク
ロ
ー
ク
横

利
用
料
金
：
無
料

利
用
対
象
：
小
さ
な
お
子
様

連
れ
の
方
（
性
別
不
問
）、
搾

乳
を
さ
れ
る
女
性

詳細はこちら
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こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
逸
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　

今
大
会
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
（
オ
ン
ラ
イ
ン

制
）
を
開
催
し
、
プ
ロ
ボ
ウ

ラ
ー
の
皆
さ
ま
が
愛
用
品
な

ど
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
な
お
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

落
札
は
過
去
最
高
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
専
属
プ

ロ
の
平
山
陽
一
プ
ロ
は

97
位
、
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
所

属
プ
ロ
の
西
谷
逸
夫
プ

ロ
は
１
１
１
位
と
、
惜

し
く
も
入
賞
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
見

せ
場
た
っ
ぷ
り
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
２
名

と
も
多
く
の
応
援
を
背

に
し
て
い
ま
し
た
。
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　

大
会
期
間
中
に
設
置
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
ご
来

場
の
皆
様
よ
り
い
た
だ
い
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
金
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売

上
、
公
益
社
団
法
人
日
本
プ

ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
及
び
協

賛
各
社
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

金
な
ど
、
合
計
約
２
６
０
万

２
０
０
社
の
協
賛
社
に 

支
え
ら
れ

　
「
第
19
回
Ｍ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ

ィ
カ
ッ
プ
」
は
特
別
協
賛
４

社
と
公
益
社
団
法
人
日
本
プ

ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
を
含
む

全
２
０
０
社
及
び
個
人
協
賛

５
名
の
方
か
ら
の
ご
支
援
に

よ
り
開
催
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

大
会
前
日
の
９
月
16
日
に

は
協
賛
各
社
を
お
招
き
し
て

前
夜
祭
を
開
催
。
第
１
部
で

は
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂
に
て

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
と
協
賛
各
社

の
方
々
に
よ
る
プ
ロ
ア
マ
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技
を
実
施
し
、

〝
ボ
ウ
リ
ン
グ
de
チ
ャ
リ
テ

ィ
〟
と
題
し
て
ス
プ
リ
ッ
ト

や
３
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど

の
際
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

続
く
第
２
部
は
懇
親
会
を
開

催
し
、
前
夜
祭
を
通
じ
て
Ｍ

ま
し
た
。

円（
10
月
21
日
時
点
速
報
値
）

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら

の
ご
協
力
に
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
皆
様
か
ら
の
善
意

に
収
益
金
の
一
部
を
加
え
た

上
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

の
福
祉
向
上
に
役
立
て
て
い

Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

９
６
９
人
の
観
客 

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場

　

大
会
は
、
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
３

日
間
の
来
場
者
数
は
９
６
９

人
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選

手
た
ち
に
熱
い
視
線
・
大
き

な
拍
手
を
お
送
り
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

男
女
ベ
ス
ト
ア
マ

　

男
子
は
、
総
合
４
位
の
原

理
人
選
手
（
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス

か
に
え
所
属
）、
女
子
は
、
総

た
だ
く
べ
く
、
京
都
府

共
同
募
金
会
・
京
都
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団
を

通
じ
て
京
都
府
内
の
障

が
い
者
福
祉
施
設
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

動
に
も
多
数
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
こ
の

よ
う
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動

を
継
続
で
き
る
の
も
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
お
客

様
、
協
賛
社
様
、
プ
ロ
ボ

ウ
ラ
ー
の
皆
様
ほ
か
、
大

会
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

合
５
位
の
渡
辺
希
哩
選
手（
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ウ
ル
新
田
辺

所
属
）
が
獲
得
し
、
最
終
日

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

多数のご支援・ご協賛ありがとうございました
第19回

協
賛
２
０
０
社

来
場
者
９
６
９
人

皆
様
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
広
が
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
輪

２
６
０
万
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

金
が
集
ま
り
ま
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

選
手
へ
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○チャリティ金○

チャリティBOX� 295
MK施設チャリティBOX� 167
日本プロボウリング協会より� 500
プロ選手賞金より� 500
io.leagueより� 179
チャリティオークション� 964

合計� 2,605

○上記チャリティ金、及び大会の収益金の一部を、京都府共同募金
会を通じて寄付し、障がいのある方々の福祉向上に役立てていただ
きます

（単位・千円）
○参加選手○

男子：124名
（プロ90名・アマ３4名）
女子：114名
（プロ89名・アマ２5名）

○ギャラリー数○
３日間累計 969名
（１日目　289名
　２日目　332名
　最終日　348名）

○パーフェクト
� ゲーム達成者○
斎藤 祐太 プロ
（予選Aシフト3G目）

チ
ャ
リ
テ
ィ
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
大
会
よ
り
、
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー

応
援
企
画
と
し
て
協
賛
募
集

し
、
お
名
前
入
り
の
応
援
の
ぼ

り
を
作
成

表彰式で、大会会長である弊
社代表取締役社長・青木信明
より京都府共同募金会 常務理
事・事務局長の松田晃郎様（写
真上）と、京都新聞社会福祉
事業団・事務局長の高岡俊裕
様（写真左）へ寄付目録の贈
呈が行われました

大
会
期
間
中
、
福
祉
施
設
に
よ

る
お
菓
子
な
ど
の
出
店
を
い
た

だ
き
ま
し
た

今大会より、大会応援企画としてレーン横今大会より、大会応援企画としてレーン横
の有料観覧席協賛を募集しましたの有料観覧席協賛を募集しました

前夜祭でのプロアマ競技の様子前夜祭でのプロアマ競技の様子

西谷逸夫プロ西谷逸夫プロ

たくさんのお申込みたくさんのお申込み
ありがとうございましたありがとうございました

障害のある方を障害のある方を
送迎付きで無料ご招待送迎付きで無料ご招待

平山陽一プロ平山陽一プロ
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全員業務集会での様子全員業務集会での様子

　

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
か
ど
う

か
を
決
め
る
の
は
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
お
客
様
で
す
。
ど

れ
ほ
ど
高
額
な
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、
人
に
よ

っ
て
求
め
て
い
る
も
の
が
違

う
の
で
、「
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
届
け
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
水
の
置
き
方
一

つ
に
し
て
も
、
働
い
て
い
る

　

京
都
西
山
エ
リ
ア
に
も
歴

史
あ
る
寺
社
が
多
く
存
在
し

ま
す
が
、交
通
の
便
が
悪
く
、

行
き
づ
ら
い
と
感
じ
る
観
光

客
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

嵐
山
や
東
山
に
比
べ
る
と
西

山
は
認
知
度
が
低
く
、
ま
だ

ま
だ
観
光
地
と
し
て
開
拓
の

余
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
が
少
な
い
地
域

に
お
い
て
、
お
客
様
を
安
心

　

今
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
業

界
で
は
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

マ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
旅
行
者
は
単
な
る

見
学
で
な
く
、
自
身
の
価
値

観
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
「
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
変
身
）」
体
験
を
求
め
て
い

ま
す
。
日
本
な
ら
で
は
の
文

化
的
体
験
で
自
身
の
内
面
へ

　

京
町
家
や
仏
閣
、
祭
り
な

ど
、
京
都
の
文
化
は
自
然
環

境
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
祇

園
祭
の
厄
除
け
ち
ま
き
に
は

京
都
の
山
に
自
生
す
る
チ
マ

キ
ザ
サ
が
使
用
さ
れ
、
自
然

の
恵
み
と
文
化
が
繋
が
っ
て

い
る
一
例
で
す
。
し
か
し
近

年
、
宝
ヶ
池
を
は
じ
め
、
京

都
各
地
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
急

増
し
た
こ
と
で
森
林
の
荒
廃

人
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
違

い
が
あ
り
、
そ
の
違
い
を
作

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
も
し
ミ
ス
を
し
て
も
お

客
様
の
た
め
な
ら
ど
ん
な
こ

し
て
目
的
地
へ
送
り
届
け
ら

れ
る
タ
ク
シ
ー
の
役
割
は
非

常
に
大
き
く
、
今
後
の
西
山

観
光
振
興
の
要
と
な
り
ま

す
。「
有
名
ど
こ
ろ
と
は
違

の
変
化
を
見
つ
け
る
た
め
に

京
都
に
何
度
も
お
越
し
に
な

っ
て
い
る
方
も
多
く
、
有
名

な
観
光
地
を
巡
る
だ
け
の
観

光
か
ら
変
化
し
て
い
ま
す
。

が
進
み
、
チ
マ
キ
ザ
サ
の
入

手
が
困
難
と
な
っ
た
り
、
山

林
の
土
砂
災
害
リ
ス
ク
が
高

ま
る
な
ど
深
刻
な
問
題
が
発

生
し
京
都
の
文
化
の
軸
が
揺

と
を
し
て
で
も
挽
回
す
る
、

と
い
う
環
境
作
り
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
特
別
な
価
値
を

生
み
出
す
の
は
「
人
」
で
す
。

お
客
様
が
求
め
て
い
る
も
の

は
何
か
、
お
客
様
か
ら
の
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
、
何
が
お
客
様
の
心
に
刺

さ
る
の
か
常
に
考
え
な
が
ら

働
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
カ
ウ
ン
シ
ル

Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
」
認
証

が
世
界
的
に
重
視
さ
れ
、
欧

州
の
お
客
様
の
多
く
は
、
こ

の
認
証
の
も
の
を
優
先
し
て

選
び
ま
す
。「
持
続
可
能
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
社
会
経
済
的

影
響
」「
文
化
的
影
響
」「
環

境
へ
の
影
響
」
の
４
分
野
か

ら
評
価
さ
れ
、
持
続
可
能
な

観
光
へ
の
取
り
組
み
が
今
後

重
要
に
な
り
ま
す
。

る
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
保
全
が
暮
ら
し

の
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
ま
す
。

き
ょ
う
と
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
で
は
、
生
き
物
の
デ
ー

タ
の
収
集
や
、
保
全
活
動
団

体
へ
の
支
援
、企
業
と
の
「
き

ょ
う
と
生
物
多
様
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
締
結
等

を
進
め
、
自
然
環
境
を
次
世

代
へ
繋
い
で
い
き
ま
す
。

違いを大切にして
心に刺さるサービスを

タクシーで西山観光の
魅力を引き出す

価値観を揺さぶる体験と
持続可能な観光への変化

自然の恵みが
京都らしさを支えている

８月26日　上賀茂営業所
松葉 華央　様

カペラ京都
宿泊部長

９月７日　上賀茂営業所
南田 圭一郎　様

株式会社東映太秦映画村
エンターテインメント部 企画制作課 課長

９月９日　洛西営業所
藤本 浩春　様

大本山大覚寺
教務部教学課　課長

９月10日　山科営業所
金澤 重之　様

近畿運輸局
観光部　部長

８月27日　洛西営業所
泉 浩業　様

宗教法人 十輪寺
副住職

８月31日　山科営業所
重原 奈津子　様

きょうと生物多様性センター
チーフコーディネーター

９月３日　伏見営業所
総支配人  伴 孝之　様

THE HOTEL HIGASHIYAMA KYOTO TOKYU, 
A Pan Pacific Hotel

こ
ん
な
話
あ
ん
な
話 っ

た
京
都
を
見
た
い
」
と
い

う
遠
方
か
ら
お
越
し
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
が
お
声
が
け
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
西
山
全

体
の
魅
力
を
引
き
出
す
大
き

な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。「
奥

座
敷
」
と
い
う
印
象
を
払
拭

し
、
一
緒
に
西
山
観
光
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

太
秦
で
映
画
撮
影
が
始
ま

り
１
０
０
年
、
映
画
村
開
村

50
周
年
を
機
に
太
秦
映
画
村

へ
と
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。
撮
影
所
の

一
角
を
開
放
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
改
め
て
原
点
に
返

っ
て
、
東
映
の
役
者
や
美
術

の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
価
値
を

生
か
し
た
体
験
型
テ
ー
マ
パ

ー
ク
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

大
覚
寺
は
時
代
劇
の
ロ
ケ

地
や
生
け
花
発
祥
の
地
で
も

あ
り
ま
す
が
、
正
式
名
は
旧

嵯
峨
御
所
大
本
山
大
覚
寺
で
、

弘
法
大
師
空
海
を
宗
祖
と
仰

ぐ
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
大
本

山
で
す
。
平
安
初
期
に
嵯
峨

天
皇
様
の
離
宮
（
離
宮
嵯
峨

院
）
と
し
て
建
立
さ
れ
、
弘

法
大
師
空
海
の
勧
め
に
よ
り

嵯
峨
天
皇
が
書
写
さ
れ
た
般

　

国
の
第
５
次
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
で
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
戦
略
的
な
誘
客
と

住
民
生
活
の
質
の
確
保
と
の

両
立
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
拡

大
、
観
光
地
・
観
光
産
業
の

強
靱
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
急
激
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
し
て

お
り
、
観
光
産
業
は
今
や
自

動
車
産
業
に
次
ぐ
重
要
な
産

　

当
欄
「
こ
ん
な
話
あ
ん
な

話　

Ｍ
Ｋ
勉
強
会
か
ら
」は
、

Ｍ
Ｋ
の
全
員
業
務
集
会
に
お

け
る
ご
来
賓
の
講
演
（
約
30

ま
た
、
営
業
時
間
を
21
時
ま

で
延
長
し
、
秋
季
は
「
怪
々

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
祭
」
の
開
催
で

17
時
以
降
の
入
場
者
数
が
近

年
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

若
心
経
を
勅
封
と
し
て
奉
安

し
、
般
若
心
経
写
経
の
根
本

道
場
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
の
大
沢
池
は
日
本
最

古
の
人
工
池
で
、
四
季
折
々

業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
西

圏
で
は
２
０
３
０
年
の
大
阪

Ｉ
Ｒ
を
見
据
え
て
訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額
の
さ
ら
な
る

拡
大
を
目
指
し
、
リ
ピ
ー
タ

分
）
の
一
部
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

全
員
業
務
集
会
は
、
毎
月

Ｍ
Ｋ
の
各
営
業
所
で
行
わ

れ
、
Ｍ
Ｋ
社
員
は
全
員
必
ず

そ
の
い
ず
れ
か
の
回
に
出
席

し
ま
す
。
内
容
は
営
業
報
告

や
安
全
運
転
講
話
、
役
員
に

よ
る
訓
話
な
ど
か
ら
な
っ
て

お
り
、
月
に
よ
っ
て
は
ご
来

賓
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
を

　

今
冬
に
は
、
青
森
の
ね
ぶ

た
師
と
連
携
し
ナ
イ
ト
イ
ベ

ン
ト
を
初
開
催
し
ま
す
。
ね

ぶ
た
行
列
の
ほ
か
、
展
示
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
青
森
の

郷
土
料
理
の
屋
台
、
文
化
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
で
京
都
か
ら
世

界
へ
日
本
文
化
の
発
信
は
も

ち
ろ
ん
、
若
い
世
代
へ
時
代

劇
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

の
風
情
や
名
月
を
鑑
賞
い
た

だ
け
ま
す
。
境
内
の
建
物
は

全
て
回
廊
で
繋
が
っ
た
御
所

ゆ
か
り
の
も
の
で
、
後
水
尾

天
皇
よ
り
賜
っ
た
宸
殿
に
は

狩
野
山
楽
筆
の
襖
絵
と
、
そ

の
引
手
金
具
に
は
、
天
皇
家

の
菊
紋
と
徳
川
家
の
三
つ
葉

葵
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
静

寂
な
空
間
で
写
経
体
験
に
て

心
を
整
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ー
確
保
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る
と
三

大
都
市
圏
（
東
京
・
京
都
・

大
阪
）
か
ら
地
方
へ
観
光
客

が
分
散
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
が
り
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
は
観
光
客
の
動
向
を
最

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
感
じ
取

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

観
光
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

賜
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
講
演
を
し
て
い

た
だ
い
た
ご
来
賓
は
、
昭
和

48
年
か
ら
令
和
８
年
９
月
度

ま
で
の
約
50
年
間
で
２
８
９

５
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
官
公

庁
、
警
察
、
経
済
界
、
マ
ス

コ
ミ
、
医
療
、
福
祉
、
学
問
、

芸
術
、
伝
統
工
芸
、
宗
教
な

ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
に
お
い
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

映画村が挑む夜間体験と
青森ねぶたで京都を彩る

皇室ゆかりの地で四季を
愛で写経で心を整える

観光産業の生産性向上と
観光のあり方を考える

Ｍ
Ｋ
勉
強
会
か
ら

Ｍ
Ｋ

勉
強
会

に
つ
い
て

※京都ＭＫの場合※京都ＭＫの場合
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10
月
26
日
、
第
20
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
（
愛
知
・
名
古

屋
２
０
２
６
）
を
終
え
た
Ｍ

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
話

し
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
に
サ
イ

ン
し
て
贈
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し

た
。
青
木
信
明

社
長
は
「
感
動

を
あ
り
が
と

Ｋ
グ
ル
ー
プ
所
属
の
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
パ
ー

ク
・
岡
本
碧み

優す
ぐ

選
手
が
銅

メ
ダ
ル
獲
得
の
報
告
と
応

援
の
お
礼
を
伝
え
に
京
都

Ｍ
Ｋ
本
社
に
訪
問
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
２
回
目
の

ラ
ン
で
大
技
「
５
４
０
」

を
決
め
る
な
ど
82
・
86
点

を
マ
ー
ク
し
、
見
事
３
位

う
。
今
後
も
応
援

し
て
い
ま
す
」
と

応
え
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
皆
様

か
ら
も
岡
本
選
手

へ
の
多
数
の
応
援

を
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

岡
本
選
手
か
ら
は
獲
得
さ

れ
た
銅
メ
ダ
ル
の
披
露
や
、

大
会
の
様
子
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
「
応
援
あ
り

プ
で
は
引
き
続
き
岡
本
選
手

を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

砲
の
衝
撃
に
よ
り
ス
コ
ー
プ

が
土
台
ご
と
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
修
理

に
出
す
際
、
僕
は
ス
コ
ー
プ

で
は
な
く
ド
ッ
ト
サ
イ
ト
を

購
入
し
て
銃
に
装
着
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
式
の
レ
ン
ズ

で
す
。
レ
ン
ズ
に
赤
い
光
の

点
（
ド
ッ
ト
）
が
映
し
出
さ

れ
、
そ
の
赤
い
点
を
狙
っ
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
撃
つ
と
い
う

仕
組
み
の
照
準
器
で
す
。
ス

コ
ー
プ
よ
り
も
か
な
り
小
さ

く
、
軽
い
で
す
。
映
画
な
ど

で
、
敵
と
戦
う
軍
隊
が
敵
陣

に
突
入
す
る
際
、
近
距
離
で

撃
ち
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
銃
に
付
け
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
レ
ン
ズ
に

見
え
て
い
る
の
は
、
拡
大
さ

れ
て
い
な
い
普
通
の
景
色
で
、

し
か
も
ス
コ
ー
プ
の
よ
う
な

筒
を
覗
き
込
む
形
状
で
は
な

い
の
で
、
照
準
以
外
の
周
り

の
景
色
が
よ
く
見
え
る
、
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
近
距
離
を
疾
走
し
て

く
る
シ
カ
を
撃
つ
に
は
、
ス

コ
ー
プ
よ
り
も
ド
ッ
ト
サ
イ

ト
の
方
が
有
利
な
の
で
す
。

　

有
効
な
武
器
を
手
に
入
れ

た
と
し
て
も
、
や
は
り
練
習

は
必
要
で
す
。
練
習
し
て
練

習
し
て
練
習
し
ま
く
り
ま
し

た
。
そ
し
て
ま
た
、
あ
の
猟

犬
と
猟
を
す
る
日
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
運
命
と
い
う
も

の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
全

く
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、
シ

カ
が
３
頭
、
走
っ
て
き
ま
し

た
。
赤
い
ド
ッ
ト
で
シ
カ
を

照
準
に
入
れ
発
砲
‼ 

１
頭

目
、
胸
元
に
命
中
し
て
一
発

で
倒
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
後
ろ

を
走
っ
て
い
た
２
頭
目
に
次

弾
を
発
砲
、
当
た
り
が
浅
か

っ
た
の
で
、
３
発
目
も
使
っ

て
倒
し
ま
し
た
。
３
弾
使
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
３
頭
目

の
シ
カ
に
は
発
砲
で
き
ず
、

走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

自
分
の
鼓
動
の
音
が
頭
の
中

に
鳴
り
響
い
て
、
他
の
音
が

何
も
聞
こ
え
な
く
な
る
ほ
ど

興
奮
が
高
ま
り
ま
し
た
。
シ

カ
も
命
懸
け
で
す
が
、
猟
犬

も
命
懸
け
で
す
。
だ
か
ら
僕

も
命
懸
け
で
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
、
改
め
て
思
っ
た

の
で
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
公
開
中
！

YouTube

『
塩
見
多
一
郎
』

で
検
索
！

【
ブ
ロ
グ
版
】

http://foothat.blog118.fc2.
com/

　

僕
は
狩
猟
を
す
る
ハ
ン
タ

ー
で
す
。
主
に
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
前

回
は
、
散
弾
銃
（
シ
ョ
ッ
ト

ガ
ン
）
の
上
に
乗
せ
た
、
ス

コ
ー
プ
の
話
を
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
続
き
で
す
。

　

あ
る
日
の
山
の
猟
、
勢
子

役
の
猟
師
と
猟
犬
が
シ
カ
を

追
い
出
し
、
待
ち
伏
せ
し
た

鉄
砲
隊
が
撃
つ
と
い
う
巻
狩

り
で
、
僕
は
自
分
の
近
く
、

わ
ず
か
10
ｍ
ほ
ど
の
距
離
に

全
力
疾
走
し
て
き
た
シ
カ
３

頭
に
、
３
発
撃
っ
て
、
１
頭

も
倒
せ
ま
せ
ん
で
し
た
（
日

本
の
法
規
で
は
散
弾
銃
は
３

発
ま
で
し
か
装
填
で
き
な

い
）。ス
コ
ー
プ
と
い
う
の
は
、

望
遠
鏡
の
よ
う
に
ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
し
て
見
え
ま
す
の
で
、

遠
い
距
離
の
獲
物
を
撃
つ
に

は
適
し
て
い
ま
す
が
、
近
く

て
速
い
獲
物
は
逆
に
撃
ち
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
熟
練
者
は
遠
か
ろ

う
が
近
か
ろ
う
が
当
て
ま
す

が
、
僕
の
よ
う
な
経
験
の
浅

い
者
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

す
。

　

そ
の
３
頭
の
シ
カ
を
追
い

出
し
た
猟
犬
は
、
僕
の
先
輩

に
あ
た
る
猟
師
の
犬
で
、
な

ん
と
ガ
ン
に
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
悪
性
腫
瘍
で
顔
が
腫

れ
上
が
り
、
獣
医
に
は
見
放

さ
れ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
元
気

に
走
れ
る
か
ら
、
せ
め
て
犬

が
大
好
き
な
猟
を
最
期
ま
で

全
う
さ
せ
て
や
り
た
い
、
と

い
う
飼
い
主
の
願
い
の
も
と
、

必
死
で
シ
カ
を
追
い
出
し
て

く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
近

距
離
で
外
し
て
し
ま
い
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
恥
ず

か
し
さ
、
悔
や
み
、
複
雑
な

思
い
が
絡
ま
り
、
か
な
り
落

ち
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
別
の
日
の
猟
で
、
発

　

Ｍ
Ｋ
観
光
バ
ス
と
大
阪
府

河
南
町
の
関
係
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に

始
ま
り
、
今
で
は
路
線
バ
ス

運
行
や
自
家
用
有
償
運
送
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

て
、
地
域
の
発
展
に
向
け
た

河
南
町
の
取
り
組
み
を
知
る

と
と
も
に
、
当
社
と
河
南
町

と
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
河
南
町
に
営
業

所
を
構
え
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
交
通

を
支
え
る
事
業
者
と
し
て
、

　

昨
年
度
、
当
社

が
実
施
し
た
河
南

町
へ
の
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
対

し
、
感
謝
の
意
を

伝
え
る
た
め
、
河

南
町
の
森
田
町
長

が
当
社
を
訪
問
さ

れ
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
長

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

か
ら
寄
附
に
対
す
る
感
謝
の

お
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
河
南
町
の
地
域
づ
く
り

や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
直

接
お
話
し
す
る
機
会
を
通
じ

　

今
回
の
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
じ
て
、
河
南
町
の

地
域
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
河
南
町
の
さ

ら
な
る
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

〔378〕 

ド
ッ
ト
サ
イ
ト
の
話

塩
見　

多
一
郎

〜
河
南
町
だ
よ
り
〜

〜
河
南
町
だ
よ
り
〜

河南町町長・森田昌吾様（写真左）よりＭＫ
観光バス社長・金本達也へ感謝状を贈呈いた
だきました

対
談
の
様
子

ＭＫグループの
アスリート支援・
所属選手

お祝いの花束を手に、青木社長と

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に

サ
イ
ン
を
す
る
岡
本
選
手

「感動の銅メダル」を「感動の銅メダル」を
見せてくださいました見せてくださいました

MK新聞定期購読は
☎075-555-3186
mknews@mk-group.co.jp

お気軽にお問合せください

スケートボード女子パークスケートボード女子パーク

岡本碧優岡本碧優選手選手
大会報告・お礼に本社を訪問
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Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
で
は
、
40

～
50
代
の
独
身
者
を
対
象
と

し
た
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

本
ツ
ア
ー
は
、
大
阪
駅
発

着
、
滋
賀
県
大
津
市
の
「
Ｎ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
大
津
」
で
の
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
琵
琶
湖
の

観
光
船
「
ミ
シ
ガ
ン
」
で
の

ク
ル
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
た

日
帰
り
企
画
で
す
。
結
婚
相

談
所
で
の
サ
ポ
ー
ト
経
験
を

持
つ
専
門
ス
タ
ッ
フ
「
婚
活

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
同
行

し
、
参
加
者
同
士
の
自
然
な

交
流
を
サ
ポ
ー
ト
。
観
光
や

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
共
に
歩
む

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を

応
援
し
ま
す
。

バ
ス
旅
行
だ
か
ら
こ
そ 

生
ま
れ
る
、
自
然
な
出
会
い

　

近
年
、
出
会
い
の
手
段
と

し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
な

ど
が
利
用
さ
れ
る
一
方
、
写

真
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
だ
け
で

は
、
相
手
の
人
柄
や
雰
囲
気

が
分
か
り
に
く
い
と
感
じ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

本
ツ
ア
ー
で
は
、
一
緒
に
バ

ス
に
乗
り
、食
事
を
楽
し
み
、

琵
琶
湖
の
景
色
を
眺
め
る

と
い
っ
た
共
通
の
体
験
を
通

じ
て
、
参
加
者
同
士
が
自
然

に
交
流
で
き
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、参
加
対
象
を
40
代
・

50
代
の
独
身
者
に
限
定
。
近

い
世
代
な
ら
で
は
の
共
通
の

話
題
や
価
値
観
を
通
じ
て
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
交
流

い
た
だ
け
ま
す
。
結
婚
相
談

所
で
多
数
の
サ
ポ
ー
ト
実
績

を
持
つ
「
婚
活
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
が
同
行
し
、
交
流
の

サ
ポ
ー
ト
も
。
ぜ
ひ
素
敵
な

出
会
い
を
見
つ
け
に
お
出
か

け
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
：
12
月
５
日
（
土
）

申
込
期
限
：
11
月
５
日（
木
）

Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
☎
０
７
５
・

６
６
２
・
１
７
０
０
（
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
30
分
／
日

曜
・
祝
日
休
み
）

江
戸
時
代
よ
り
「
三
室
戸
の
紅

楓
」
と
し
て
、
宇
治
十
二
景
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

ライトアップでより幻想的な弁天池

　

西
国
札
所
で
も
随
一
の
桜

ス
ポ
ッ
ト
と
言
え
ば
、
京
都

市
の
醍
醐
寺
で
す
が
、
醍
醐

寺
は
桜
だ
け
で
は
な
く
紅
葉

葉
の
中
に
立
つ
清

水
の
舞
台
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

夜
に
は
舞
台
か

ら
見
た
紅
葉
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
景
色

が
素
晴
ら
し
い
で

鮮
や
か
な
赤
や
黄
に

染
ま
り
ま
す
。
紅
葉

ピ
ー
ク
時
（
２
０
２

６
年
は
11
月
21
～
23

日
）
に
は
早
朝
特
別

拝
観
を
実
施
し
て
お

り
、
日
の
出
と
紅
葉

を
同
時
に
楽
し
む
こ

に
か
け
て
美
し
く
黄

葉
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
揖
斐
川
町

の
谷
汲
山
華
厳
寺

は
、
西
国
巡
礼
の
満

願
霊
場
で
す
。
華
厳

も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

特
に
お
す
す
め
な
の
が
、

境
内
の
も
っ
と
も
奥
に
あ
る

弁
天
池
。
弁
天
堂
を
中
心
と

し
て
池
の
周
辺
が
紅
葉
で
ふ

ち
ど
ら
れ
、
真
っ
赤
な
弁
天

堂
と
紅
葉
は
目
に
も
鮮
や

か
。
ま
た
、
紅
葉
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
で
は
弁
天
池
の
水
面
に

弁
天
堂
と
紅
葉
の
赤
が
映
し

出
さ
れ
、
よ
り
艶
や
か
で
華

や
か
な
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

東
山
の
山
腹
に
あ
る
清
水

山
に
開
か
れ
た
清
水
寺
。
秋

に
は
清
水
山
が
カ
ラ
フ
ル
に

色
づ
き
、
紅
葉
の
見
ご
ろ
に

は
、
燃
え
る
炎
の
よ
う
な
紅

　

京
都
西
山
を
代
表

す
る
紅
葉
の
名
所

で
、
標
高
約
３
０
０

ｍ
か
ら
見
渡
す
大
展

望
パ
ノ
ラ
マ
と
美
し

い
紅
葉
が
魅
力
。
釈

迦
堂
な
ど
か
ら
見
下

ろ
す
紅
葉
と
京
都
市

街
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
善
峯
寺
な
ら
で

は
の
絶
景
と
言
え
る

す
が
、
舞
台
の
下
の
、
音
羽

の
滝
あ
た
り
か
ら
舞
台
を
見

上
げ
る
景
色
も
素
晴
ら
し

く
、
池
に
映
る
三
重
塔
と
紅

葉
の
景
色
も
見
事
で
す
。

で
し
ょ
う
。

　

市
内
よ
り
気
温
が
低
く
色

づ
き
が
早
い
た
め
、
例
年
11

月
上
旬
か
ら
見
頃
が
始
ま

り
、
中
旬
に
は
境
内
一
帯
が

音
」
の
舞
台
と
な
っ
た
穴
太

寺
は
、
西
国
三
十
三
所
霊
場

と
神
仏
霊
場
会
の
札
所
で
、

い
ず
れ
も
亀
岡
か
ら
は
唯
一

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
裏
に
は
、
樹
齢
４
０

０
年
と
も
言
わ
れ
、「
亀
岡

の
名
木
」
に
も
選
定
さ
れ
て

い
る
、
高
さ
19
ｍ
の
大
銀
杏

が
11
月
中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ

寺
へ
と
向
か
う
約
１
㎞
参
道

は
、
紅
葉
の
ア
ー
チ
を
通
り

抜
け
て
い
る
よ
う
で
お
す
す

め
の
お
散
歩
道
で
す
。

　

境
内
は
地
元
地
域
を
中
心

に
桜
や
紅
葉
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
、
飛
騨
・
美
濃
さ

く
ら
三
十
三
選
、
飛
騨
・
美

濃
紅
葉
三
十
三
選
の
両
方
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

　

８
世
紀
前
半
に
開
創
さ
れ

た
と
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は

今
昔
物
語
の
「
身
代
わ
り
観

　

四
季
を
通
じ
て
多
く
の
巡

礼
者
が
訪
れ
る
札
所
で
す

が
、
や
は
り
も
っ
と
も
賑
わ

う
の
は
桜
と
紅
葉
の
時
期
。

今
回
は
、
２
０
２
６
年
の
秋

シ
ー
ズ
ン
に
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ

し
い
札
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　

宇
治
の
「
花
の
寺
」
と
し

て
四
季
を
通
じ
て
人
気
の
三

室
戸
寺
は
、
秋
の
紅
葉
も
負

け
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

山
の
斜
面
を
埋
め
尽
く
す

よ
う
な
モ
ミ
ジ
は
、
頭
上
か

ら
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
か
の
よ

う
で
、
本
堂
前
の
展
望
台
か

ら
下
を
見
渡
す
と
、
赤
・
オ

レ
ン
ジ
・
黄
・
緑
の
極
彩
色

で
彩
ら
れ
た
絶
景
を
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
、
秋
の
特
別
拝
観
と

し
て
「
紅
葉
と
観
音
様
の
足

の
裏
を
拝
す
る
会
」
が
開
催

さ
れ
、
宝
物
館
に
安
置
さ
れ

て
い
る
、
正
座
を
し
た
観
音

様
の
仏
像
を
拝
観
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
の
公
認
先
達
に
よ
る

西
国
三
十
三
所
巡
礼
ガ
イ
ド

秋
に
訪
れ
る
べ
き
西
国
三
十
三
所
の

�

札
所
紹
介

第
19
回

〈出発予定日〉　
2/15㈪

国内ツアー【W534TT】

【神戸港発着・フェリー泊】
神話の聖地・高千穂へ！ 天孫降臨の地
と高千穂峡・天安河原／天岩戸神社・大
御神社、宮崎一之宮・都農神社を巡る旅

告知広告 〈行程〉
時刻 場所

【1日目】

17：00
神戸港カーフェリー待合室

〈集合〉
〈宮崎カーフェリー／ドミ
トリー利用〉船内（泊）

↓ 移動（フェリー泊）

【2日目】
8：40

宮崎港着
※現地バスに乗り換え

9：50頃 宮崎一ノ宮　都農神社
〈約40分〉

12：00  天岩戸神社〈約45分〉

13：00頃

昼食〈千穂の家〉
高千穂峡　真名井の滝

（自由散策）
千穂の家〈お買い物〉

16：20頃 大御神社〈約40分〉

18：00頃
宮崎港〈宮崎カーフェリー
／ドミトリー利用〉船内（泊）

（夕食／船内ビュッフェ）
【3日目】

7：30 神戸港（三宮）〈解散〉

〈旅行条件〉

出発地 神戸市

添乗員／ガイド あり／なし

食事
２日目昼食1回・
夕食1回
朝食なし（フェリ
ー泊2泊）

最少催行人数 15名

〈料金（税込）〉1名様

大　人 32,800円

LINE友だち
募集中！

善峯寺の３万坪もの境内全て
が紅葉の見どころ

谷汲山華厳寺参道の紅葉の
アーチ

紅葉の赤と大銀杏の黄色が楽しめる穴太寺

1000 本以上のモミジが1000 本以上のモミジが
� 真っ赤に染まる清水寺� 真っ赤に染まる清水寺

３
０
０
年
前
か
ら
人
気

の
紅
葉　

三
室
戸
寺

（
第
十
番
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
よ
り

幻
想
的
な
醍
醐
寺
（
第

十
一
番
）

紅
葉
の
中
に
そ
び
え
立

つ
清
水
寺
（
第
十
六
番
）

樹
齢
４
０
０
年
の
大
銀

杏
が
あ
る
穴
太
寺
（
第

二
十
一
番
）

１
㎞
の
紅
葉
の
ア

ー
チ
を
通
り
抜
け

る
谷
汲
山
華
厳
寺

（
第
三
十
三
番
）

善
峯
寺
な
ら
で
は
の
絶

景
（
第
二
十
番
）

旅
行
条
件
等
の
詳
細
事
項
を
確
認
い
た
だ
け
な
い
場
合
、
お
申
込
み
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
当
広
告
は 

詳
細
事
項
を
省
略
し
て
い
ま
す
の
で
、当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

琵琶湖クルーズで出会いを

楽しむ「婚活バスツアー」開催

40代・50代
限定！

ＭＫトラベル

〈出発予定日〉　12/5㈯

大阪発着バスツアー【W888AA】

【大阪発／婚活バスツアー】大人の出会い旅　琵琶湖
クルーズ＆立食パーティー【NEEDS大津＆ミシガン】

〈行程〉

時刻 場所

9：00 大阪駅・桜橋口（8：45集合）

↓ 桂川PA（休憩と席替え）
〈約15分〉

10：30  「NEEDS大津」立食パーティー
〈約120分〉

13：00  大津港より、ミシガン乗船
〈約90分〉

↓ 桂川PA（休憩と席替え）
〈約15分〉

16：00頃 大阪駅・桜橋口〈解散〉

〈旅行条件〉

出発地 大阪府

添乗員／ガイド あり／なし

食事 あり

定員 40名
（男性20名・女性20名）

最少催行人数 20名

〈料金（税込）〉1名様

男性 16,800円
女性 14,800円

旅行条件等の詳細事項を確認いただけない場合、お申込みは承っておりません。当広告は詳細事項
を省略していますので、当社ホームページをご覧いただいた上でお申込みください。

イメージ画像イメージ画像

画像提供：琵琶湖汽船株式会社画像提供：琵琶湖汽船株式会社

詳細・お申込み・
お問合せはこちら
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利
益
な
ど
は
あ
る
が
、
家
族

の
病
難
、
年
少
者
の
心
配
な

ど
、
心
を
悩
ま
す
こ
と
も
あ

る
。
独
り
よ
が
り
は
孤
立
の

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
控

え
め
で
謙
虚
な
態
度
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
一
歩
退
き
、

文
（
研
究
）
を
思
い
浮
か
べ

て
も
ら
え
ば
良
い
と
思
う
。

　

私
は
、
長
岡
技
大
に
准
教

授
と
し
て
赴
任
し
て
初
め
て

自
分
の
研
究
室
を
持
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
助
教
だ
っ
た
の

で
他
の
先
生
の
ゼ
ミ
な
ど
を

手
伝
っ
て
い
た
。
私
が
自
分

の
ゼ
ミ
活
動
で
重
視
し
た
の

対
側
の
方
位
で
、
暗
剣
殺
と

も
い
う
。
相
性
・
比
和
し
て

吉
方
位
に
な
っ
て
い
て
も
避

け
た
方
が
良
い
方
位
。

五
黄
殺
…
年
盤
や
月
盤
で
五

黄
土
星
が
運
行
し
て
い
る
方

位
の
こ
と
を
い
い
、
凶
の
作

用
が
強
く
出
る
方
位
。

立
冬
︙
冬
の
気
が
初
め
て
立

ち
、こ
の
日
よ
り
冬
に
入
る
。

毎
年
11
月
７
日
か
８
日
頃
。

小
雪
…
寒
気
も
増
し
、
雪
も

少
々
降
り
始
め
る
頃
を
い
う
。

毎
年
11
月
22
日
頃
と
な
る
。

☆
高
島
易
断
鑑
定
所
「
対
面

鑑
定
」（
通
常
１
時
間
１
万

円
～
）
を
１
名
に
無
料
ご
提

供
！ 

11
面
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

究
の
問
い
が
な
か
な
か
決
ま

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
よ
く
あ

っ
た
。
し
か
し
、
私
は
学
生

が
自
分
で
考
え
た
問
い
を
持

っ
て
く
る
の
を
じ
っ
と
待
っ

た
。
こ
の
社
会
は
複
雑
な
現

象
で
溢
れ
、
そ
の
一
方
で
Ａ

Ｉ
な
ど
の
技
術
が
社
会
に
進

展
し
て
い
る
。
大
学
だ
け
で

な
く
社
会
に
出
て
か
ら
も
自

分
で
問
い
を
考
え
る
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
基
本
を
大
学
時
代
に
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　
「
何
が
良
い
問
い
で
何
が
悪

い
問
い
か
」「
物
事
の
本
質
に

迫
る
問
い
を
考
え
る
」。
私

が
学
生
時
代
に
ゼ
ミ
の
恩
師

か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

「
学
問
」
と
い
う
言
葉
は
中
国

の
『
易
経
』
に
由
来
す
る
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
本

当
に
よ
く
で
き
た
言
葉
だ
と

思
う
。「
学
」
は
学
び
習
う
こ

と
、「
問
」
は
問
い
究
め
る
こ

範
囲
を
守
り
、
堅
実
な
行
動

を
す
る
こ
と
で
す
。
吉
方
位

は
東
南
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が

出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲

的
に
な
れ
ま
す
。
諸
事
好
調

に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ

ず
積
極
的
に
す
る
方
が
良

い
。
こ
と
に
辰
巳
（
東
南
）

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事

が
到
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。

未
婚
の
男
女
は
相
手
か
ら
プ

ロ
ポ
ー
ス
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
吉
方
位
は
東
・

西
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

滞
運
の
月
だ
か
ら
何
事
も

控
え
め
が
良
い
。
平
常
持
病

の
あ
る
人
は
再
発
に
注
意
。

家
庭
の
紛
糾
や
金
銭
の
損
失

な
ど
に
注
意
が
肝
要
。
焦
っ

は
、
優
れ
た
専
門
書

や
論
文
の
精
読
を
通

し
て
、
そ
の
分
野
の

専
門
書
、
論
文
を
自

分
で
理
解
で
き
る
力

を
つ
け
る
こ
と
、
そ

の
上
で
自
分
の
研
究

の
問
い
を
自
分
で
考

え
、
作
り
、
解
く
こ

と
の
２
点
で
あ
っ

た
。

　

問
い
を
き
ち
ん
と

立
て
る
た
め
に
は
、

そ
の
分
野
の
専
門
書

や
論
文
を
し
っ
か
り

読
み
、
そ
の
分
野
の

理
論
、
研
究
な
ど
を

と
を
意
味
す
る
。
精
読
に
よ

り
自
分
で
学
び
習
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
自
分
の
問
い

を
自
分
で
考
え
る
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
の
問
い
や
問
い
の

答
え
を
議
論
す
る
こ
と
、
こ

れ
ら
一
連
の
活
動
に
大
学
に

行
く
意
義
が
あ
る
と
考
え
、

今
後
も
大
学
の
教
員
と
し
て

そ
の
意
義
を
追
求
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

静
岡
県
出
身
。
京
都
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。 

博
士（
経
済
学
）。

東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
長

岡
技
術
科
学
大
学
な
ど
を
経

て
、
現
在
、
防
衛
大
学
校 

人

文
社
会
科
学
群 

公
共
政
策
学

科 

教
授
。

い
が
起
き
や
す
い
た
め
、
厳

重
な
注
意
が
必
要
で
す
。
来

月
の
良
い
運
気
に
向
け
て
の

準
備
の
月
で
す
。
吉
方
位
は

東
・
東
南
・
西
北
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

昇
給
、
転
任
、
業
務
上
の

題
の
答
え
は
基
本
的
に
一
つ

で
あ
る
。
も
し
、
答
え
が
複

数
あ
っ
た
り
、
答
え
が
無
か

っ
た
り
す
る
場
合
、
そ
れ
は

問
題
作
成
側
の
ミ
ス
で
あ
る
。

記
述
問
題
で
も
、
客
観
的
に

採
点
す
る
た
め
に
、
採
点
の

ポ
イ
ン
ト
が
細
か
く
決
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
大
学
で

は
、
問
い
を
自
分
で
考
え
、

作
り
、
そ
れ
を
自
分
で
解
く

こ
と
に
重
点
が
変
わ
っ
て
い

く
。
答
え
も
一
つ
と
は
限
ら

ず
、
問
い
に
よ
っ
て
は
答
え

が
出
な
い
こ
と
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
高
校
で
も
探
究
の

よ
う
に
自
分
で
問
い
を
立
て

調
べ
る
授
業
も
あ
る
。
大
学

で
も
高
校
と
同
様
に
基
本
的

な
知
識
を
学
ぶ
講
義
も
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
比
重
は
、
通

常
は
、
大
学
の
後
半
に
な
る

ほ
ど
、
減
少
し
て
い
く
は
ず

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
研
究

室
（
ゼ
ミ
）
活
動
や
卒
業
論

て
暴
走
す
る
こ
と
な
く
、
ど

っ
し
り
と
腰
を
据
え
て
、
冷

静
な
状
況
判
断
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
東
・

東
南
・
西
北
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

独
自
に
、
徐
々
に
進
め

る
方
針
な
ら
好
結
果
を
得

る
が
、
共
同
事
業
や
相
談
事

は
些
細
な
こ
と
か
ら
ケ
ン

カ
や
争
論
が
起
こ
り
や
す
い

の
で
、
慎
重
な
態
度
で
臨
む

と
良
い
。
現
状
維
持
で
静
観

し
て
い
る
の
が
一
番
の
月
で

す
。
吉
方
位
は
南
・
北
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

https://jushu-takashima.
com/

※
用
語
説
明

悪
殺
…
五
黄
殺
気
方
位
の
反

理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

自
分
が
考
え
て
い
た
問
い
が

す
で
に
先
人
に
よ
っ
て
研
究

と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
り
、

す
で
に
あ
る
理
論
で
説
明
で

き
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

良
い
問
い
を
作
る
こ
と
は

難
し
い
。
実
際
、
学
生
の
研

　

私
は
こ
の
４
月
に
長
岡
技

術
科
学
大
学
か
ら
防
衛
大
学

校
に
移
っ
た
。
前
任
校
の
長

岡
技
大
に
は
、
２
０
１
４
年

４
月
か
ら
２
０
２
６
年
３
月

ま
で
12
年
間
在
籍
し
、
毎
年
、

学
部
３
年
生
の
学
生
を
研
究

室
に
受
け
入
れ
て
き
た
。
防

大
に
移
っ
た
後
、
長
岡
技
大

の
研
究
室
Ｏ
Ｂ
に
そ
の
旨
、

連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
研
究
室

の
Ｏ
Ｂ
の
何
人
か
か
ら
久
し

振
り
に
会
い
た
い
と
の
連
絡

を
受
け
た
。
Ｏ
Ｂ
と
書
く
の

は
、
私
の
研
究
室
の
卒
業
生

は
、
皆
、
男
性
で
Ｏ
Ｇ
は
い

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

盛
運
の
時
な
れ
ば
金
銭
上

の
利
益
が
あ
り
、
ま
た
縁
談

な
ど
も
至
極
良
い
。
な
お
目

上
の
引
立
あ
る
時
は
一
層
上

運
で
あ
る
。
業
務
も
順
調
に

立
っ
て
吉
な
れ
ど
人
と
口
論

に
注
意
す
る
こ
と
。
口
か
ら

の
災
い
、
失
言
、
災
厄
な
ど

を
避
け
る
心
が
け
が
必
要
で

す
。
吉
方
位
は
南
・
北
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

従
来
し
て
き
た
こ
と
を
改

革
し
た
い
気
分
が
生
じ
る
月

で
あ
る
。
訴
訟
や
論
争
が
生

じ
や
す
い
の
で
何
事
も
新
規

な
い
た
め
で
あ
る
。

　

研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い

て
は
、
１
期
生
の
学
生
が
修

士
課
程
を
卒
業
し
、
し
ば
ら

く
し
た
後
に
行
う
こ
と
も
考

え
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
も
あ
り
実
施
で
き
ず

に
い
た
。
良
い
機
会
で
あ
る

の
で
、
１
期
生
の
小
林
君
、

７
期
生
の
初
汐
君
、
私
の
３

人
で
相
談
し
、
８
月
29
日
に

研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
会
を
東
京
駅

付
近
の
お
店
で
行
っ
た
。
こ

の
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い
て
は
、
次

号
に
初
汐
君
が
書
く
予
定
で

あ
る
。
今
回
は
、
大
学
の
研

開
始
は
凶
。
普
請
、
造
作
開

始
も
凶
。
今
月
は
五
黄
の
暗

剣
殺
を
帯
び
る
の
で
、
よ
り

良
い
防
御
策
を
講
じ
て
災
い

を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を
す
る

こ
と
。
変
化
の
月
で
現
状
維

持
に
努
め
る
こ
と
。
吉
方
位

は
東
・
東
南
・
西
北
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

離
別
も
し
く
は
病
気
、
口

舌
な
ど
起
こ
り
や
す
い
が
、

西
ま
た
は
戌
亥
（
北
西
）
方

か
ら
思
わ
ぬ
人
の
助
け
が
あ

る
。
自
信
を
持
っ
て
積
極
的

な
行
動
が
出
来
る
時
で
、
不

思
議
な
出
会
い
も
あ
り
、
離

究
室
（
ゼ
ミ
）
活
動
に
つ
い

て
私
の
考
え
を
書
い
て
み
た

い
。

　

高
校
と
大
学
と
の
大
き
な

違
い
は
、
問
い
（
問
題
）
の

在
り
方
に
あ
る
と
私
は
考
え

て
い
る
。
高
校
ま
で
は
、
基

本
的
に
、
問
い
は
学
校
や
先

生
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
学
生
は
そ
の
解
き
方

や
解
く
た
め
の
必
要
な
知
識

を
学
ぶ
。
こ
れ
ら
は
高
校
の

後
、
大
学
な
ど
で
学
ぶ
た
め

の
基
礎
知
識
と
も
な
る
。
具

体
的
に
は
、
高
校
の
定
期
試

験
や
大
学
入
試
の
時
の
問
題

を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
え
ば

良
い
と
思
う
。
問
題
用
紙
に

問
題
が
書
か
れ
て
お
り
、
学

生
は
そ
の
問
題
を
解
く
。
問

れ
て
い
た
者
が
便
り
を
し
て

き
た
り
と
力
に
も
な
る
時
で

す
。
物
事
は
月
の
前
半
に
処

理
を
す
る
こ
と
、
遅
ら
せ
ば

ダ
メ
で
す
。
吉
方
位
は
西
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

親
し
い
人
と
の
離
別
、
平

運
な
れ
ど
も
家
内
に
病
人
、

ま
た
は
盗
難
な
ど
あ
り
が
ち

故
注
意
す
る
が
良
い
。
普

請
、
移
転
、
婚
姻
な
ど
ダ
メ

で
す
。
厳
し
い
月
で
す
の
で

現
状
維
持
が
く
れ
ぐ
れ
も
肝

心
で
す
。
吉
方
位
は
西
北
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

他
人
の
こ
と
で
時
間
と
金

銭
の
空
費
が
多
い
。
せ
っ
か

く
決
ま
っ
た
物
事
も
不
和
争

論
を
招
き
や
す
い
時
で
す
。

遠
方
の
取
引
き
に
手
違
い
が

生
じ
世
評
が
悪
く
な
っ
た

り
、
肉
親
や
知
人
の
間
に
争

【145】
学
問
：
大
学
の
研
究
室
（
ゼ
ミ
）
活

動
に
つ
い
て

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

鈴
木
　
信
貴

防
衛
大
学
校

　

　

高
島
易
断
鑑
定
所　

高
島
寿
周

→
11
月
７
日（
立
冬
）〜
12
月
６
日
ま
で

1111
月
の
運
勢

月
の
運
勢

1111
月
の
運
勢

月
の
運
勢
（
八
白
土
星
の
月
）

バックナンバー
公開中

長
岡
技
大
研
究
室
１
期
生
と
行
っ
た
企

業
調
査
（
左
か
ら
小
林
、
下
岡
、
筆
者
、

鈴
木
）

11
月
の
運
勢
（
八
白
土
星
の
月
）

→
十
一
月
七
日
（
立
冬
）
～
十
二
月
六
日
ま
で

総
合
書
籍
ラ
ン
キ
ン
グ

１.
２.
３.

４.
５.
６.
７.
８.
９.
10.

京都手帖2027	 光村推古書院　書籍編集部
パンどろぼうとさすらいラーメン	 柴田　ケイコ
NHK3か月でマスターする心理学10月号 （おとなの学びシリーズ）
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anan No.2516 Special Edition	 anan編集部（編） 
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汝、星のごとく	 凪良　ゆう
名探偵コナン 109 絵コンテカードセット付き特装版	 青山　剛昌
ペンギン喫茶は今日も青天　4	 世禕
配色事典 ─大正・昭和の色彩ノート	 和田　三造

（大垣書店　2026年10月25日調べ）

文
庫
ラ
ン
キ
ン
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１.
２.

３.
４.
５.
６.
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10.
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充
実
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
が
流
行
し
た
19
世
紀
後

半
以
来
、
日
本
の
文
化
に
魅

了
さ
れ
た
人
々
が
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
形
成
を
支
え
て
き

た
。

　

本
展
で
は
、
４
万
点
に
及

ぶ
同
館
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
、
喜
多
川
歌
麿
《
文

読
む
遊
女
》
や
円
山
応
挙

《
虎
の
子
渡
し
図
屛
風
》、
葛

飾
北
斎
《『
万
物
絵
本
大
全
』

版
下
絵
》
な
ど
、
日
本
初
出

品
を
含
む
江
戸
時
代
の
屛

風
、
掛
軸
、
絵
巻
の
絵
画
作

品
と
、
歌
麿
、
写
楽
、
北
斎
、

広
重
な
ど
浮
世
絵
師
に
よ
る

版
画
を
中
心
に
紹
介
。

　

大
阪
中
之
島
美
術
館 

４

階
展
示
室
（
京
阪
「
渡
辺
橋
」

駅
よ
り
徒
歩
約
５
分
）
に
て

開
催
中
、
２
０
２
７
年
１
月

31
日
（
日
）
ま
で
。
休
館
日

は
月
曜
（
た
だ
し
、
11
月

23
日
、
１
月
11
日
は
開
館
）、

11
月
24
日
、
12
月
31
日
、
１

月
１
日
、
12
日
。
午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
金
曜
日
は
同

８
時
ま
で
）、
そ
れ
ぞ
れ
入

場
は
閉
場
の
30
分
前
ま
で
。

一
般
２
３
０
０
円
、
高
大
生

１
４
０
０
円
、
小
中
生
５
０

０
円
。
大
阪
市
総
合
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
な
に
わ
コ
ー
ル
）

☎
０
６
・
４
３
０
１
・
７
２

８
５
（
午
前
８
時
～
午
後
９

時
、
年
中
無
休
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

喜
多
川
歌
麿
《
文
読
む
遊
女
》　

 

１
８
０
４-

１
８
０
６
年
頃　

大
英
博
物
館
蔵

©
The Trustees of the B

ritish M
useum

大坂城を見下ろす絶景

烏頭尾精《蘇る朱雀》奈良県立万葉文化館蔵

向
を
日
本
に
紹
介
し
、
素
材

の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
デ

ザ
イ
ン
と
い
う
概
念
を
広
め

た
。
現
在
、
日
本
人
作
家
は

芸
術
表
現
と
し
て
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
領
域
で
大
き
な
存
在

感
を
見
せ
、
自
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
直
す
方

法
論
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

本
展
で
は
、
専
門
学
校
ヒ

コ
・
み
づ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ

レ
ッ
ジ
の
所
蔵
作
品
に
加

し
、
近
現
代
の
画
家
た
ち
も

多
く
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
き
た
。
古
代
を

題
材
と
し
た
絵
画
作
品
が
多

く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

明
治
20
年
代
以
降
、
飛
鳥
・

藤
原
地
域
も
数
々
の
作
品
の

題
材
に
選
ば
れ
た
。

　

本
展
で
は
、
飛
鳥
・
藤
原

の
地
を
近
現
代
の
画
家
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
描
い

て
き
た
の
か
を
、
絵
画
作
品

を
通
し
て
紐
解
く
。

　

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

（
近
鉄
「
橿
原
神
宮
前
」
駅

ま
た
は
「
飛
鳥
」
駅
か
ら
周

遊
バ
ス
（
か
め
バ
ス
）「
万

葉
文
化
館
西
口
」
下
車
す

ぐ
）
に
て
開
催
中
、
12
月
６

日
（
日
）
ま
で
。
休
館
日
は

月
曜
（
た
だ
し
、
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
休
館
）。
午
前

10
時
～
午
後
５
時
30

分
（
入
館
は
閉
館
30

分
前
ま
で
）。
一
般

１
２
０
０
円
、
大
高

生
５
０
０
円
、
小
中

生
３
０
０
円
。
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
☎

０
７
４
４
・
５
４
・

１
８
５
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
誰

を
夢
み
る

開
催
中
～
1
／
17　
　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

　

１
９
６
４
年
、
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

（
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
）
が
設
立
さ
れ
、

Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
を
中
心
に
開
催
し

た
「
国
際
ジ
ュ
ウ
リ
ー
・
ア

ー
ト
展
」
で
は
、
欧
米
の
動

企
画
展

絵
で
知
る
、
も
っ
と

楽
し
む
京
都

開
催
中
～
２
／
28

嵯
峨
嵐
山
文
華
館

　

千
年
以
上
の
歴
史
を
誇

り
、
訪
れ
る
人
々
を
惹
き
つ

け
て
や
ま
な
い
観
光
都
市
・

京
都
。
本
展
で
は
、
そ
の
多

彩
な
魅
力
を
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
の
日
本
画
を
通
し

て
紹
介
す
る
。《
洛
中
洛
外

図
屏
風
》（
前
期
展
示
）や《
洛

外
図
屏
風
》（
後
期
展
示
）、

原
在
中
の
《
葵
祭
之
図
》（
上

巻
：
前
期
展
示
、
下
巻
：
後

期
展
示
）
な
ど
、
今
日
で
も

親
し
ま
れ
て
い
る
京
の
名
所

大
英
博
物
館
日
本
美
術

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

百
花
繚
乱
～
海
を
越
え
た

江
戸
絵
画

開
催
中
～
１
／
31　

大
阪
中
之
島
美
術
館

　

１
７
５
３
年
に
創
立
し
た

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
大

英
博
物
館
は
、
世
界
を
代
表

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一

つ
。
同
館
の
日
本
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
海
外
で
は
最

も
包
括
的
と
評
さ
れ
る
ほ
ど

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館　

開
館
25
周
年
記
念

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」

世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念

特
別
展
「
高
照
ら
す

み
や
こ
―
描
か
れ
た

『
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
』

―
」

開
催
中
～
12
／
6　
　

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　

６
世
紀
末
～
８
世
紀
は
じ

め
の
飛
鳥
時
代
に
、
政
治
・

文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
飛

鳥
・
藤
原
の
地
は
、
古
代
日

本
の
国
づ
く
り
の
舞
台
と
な

っ
た
。
長
年
の
発
掘
調
査
の

成
果
に
加
え
、『
日
本
書
紀
』

『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
歴
史

書
や
日
本
最
古
の
歌
集
『
万

葉
集
』
が
、
多
様
な
飛
鳥
・

藤
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら

え
、
約
50
年

ぶ
り
に
ド
イ

ツ
か
ら
来
日

す
る
優
品
、

現
代
作
家
の

作
品
ま
で
約

３
５
０
件

を
、
戦
後
日

本
に
焦
点
を

当
て
て
公
開

や
行
事
、
伝
統
文
化
を
描
い

た
作
品
な
ど
、
初
公
開
作
品

計
12
件
を
含
み
展
示
す
る
。

　

さ
ら
に
、
芸
舞
妓
や
京
野

菜
な
ど
、
京
都
な
ら
で
は
の

画
題
を
扱
っ
た
作
品
も
登

場
。
ま
た
、
京
都
と
言
え

ば
、
和
菓
子
の
老
舗
が
軒
を

連
ね
る
街
。
富
岡
鉄
斎
や
池

田
遙
邨
ら
が
意
匠
を
凝
ら
し

た
和
菓
子
の
包
装
紙
も
展
示

す
る
。

　

嵯
峨
嵐
山
文
華
館
（
嵐
電

「
嵐
山
」
駅
下
車
、
徒
歩
５

分
）
に
て
、
前
期
：
開
催
中

～
12
月
14
日
（
日
）、
後
期
：

12
月
16
日
（
水
）
～
２
０
２

７
年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
。

休
館
日
は
12
月
15
日
、
30
日

～
１
月
１
日
、
19
日
、
２
月

９
日
、
21
日
。
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
２
月

20
日
は
同
２
時
ま
で
）、
入

館
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
ま

で
。
一
般
・
大
学
生
１
０
０

０
円
、
高
校
生
６
０
０
円
、

小
中
生
４
０
０
円
（
そ
れ
ぞ

す
る
。

　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

（
市
バ
ス
「
岡
崎
公
園 

美
術

館
・
平
安
神
宮
前
」
下
車
す

ぐ
）
に
て
開
催
中
、
２
０
２

７
年
１
月
17
日
ま
で
。
休
館

日
は
月
曜
（
た
だ
し
、
11
月

23
日
、
１
月
11
日
は
開
館
）、

11
月
24
日
、
12
月
29
日
～
１

月
３
日
・
12
日
。
午
前
10
時

～
午
後
６
時
（
金
曜
は
同
８

時
ま
で
）、
入
館
は
そ
れ
ぞ

れ
閉
館
30
分
前
ま
で
。
一
般

２
０
０
０
円
、
大
学
生
１
３

０
０
円
、高
校
生
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
京
都
国

立
近
代
美
術
館
☎
０
７
５
・

７
６
１
・
４
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

れ
福
田
美
術
館
と
の
２
館
共

通
券
あ
り
）。
嵯
峨
嵐
山
文

華
館
☎
０
７
５
・
８
８
２
・

１
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

新
里
明
子 

ヘ
ッ
ド
／
ノ
ー
ズ
ピ
ー
ス《A

nother 
Skin

》 

２
０
１
５
年 

金
メ
ッ
キ
真
鍮
、
ス
ワ
ロ

フ
ス
キ
ー
ク
リ
ス
タ
ル 

作
家
蔵

原
在
中
《
葵
祭
之
図
》（
部
分
）

上
巻 

１
８
３
２
年 

福
田
美
術

館
蔵　

前
期
展
示

①
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
３

面
）

１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
高
島
易
断
鑑
定
所
「
対
面

鑑
定
（
１
時
間
）」（
10
面
）

１
名
に
無
料
ご
提
供

③
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
誰
を
夢

み
る
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

「
高
照
ら
す
み
や
こ
―
描
か

れ
た
『
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
』

―
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
嵯
峨
嵐
山
文
華
館
「
絵
で

知
る
、も
っ
と
楽
し
む
京
都
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
大
阪
中
之
島
美
術
館
「
大

英
博
物
館
日
本
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑦
大
阪
歴
史
博
物
館
「
サ
ム

ラ
イ
の
見
た
夢
～
幻
の
豊
臣

大
坂
城
～
」（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑧TACPO

１
０
０
０
ポ

イ
ン
ト　

１
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト

※
番
号
を
明
記
く
だ
さ
い

（
番
号
を
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

ご
応
募
は
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
番

号
・
Ｍ
Ｋ
新
聞
や
Ｍ
Ｋ
へ
の

コ
メ
ン
ト
を
明
記
の
上
、
〒

６
０
１
─
８
４
３
２ 

京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
─

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
11
月

15
日
（
日
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
※
ご
応
募
の
際
に
ご
記

入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
弊
社
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
厳
重
に
管

理
し
て
お
り
ま
す
。

http://www.mk-group.
co.jp/privacy

ご応募は
こちらから

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

天
下
人
が
築
い
た
名
城
を
、

歩
き
浮
遊
し
巡
る
歴
史
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｖ
Ｒ
「
サ
ム

ラ
イ
の
見
た
夢
～
幻

の
豊
臣
大
坂
城
～
」

開
催
中
～
３
／
14

大
阪
歴
史
博
物
館

　

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
る

と
目
の
前
に
現
れ
る
の
は
、

４
０
０
年
前
に
消
え
た
幻
の

城
、
豊
臣
大
坂
城
。
天
下
人
・

豊
臣
秀
吉
が
贅
の
限
り
を
尽

く
し
て
築
き
、＂
三
国
無
双
＂

と
称
さ
れ
た
名
城
を
、
歩
き

浮
遊
し
巡
る
40
分
に
わ
た
る

＂
夢
＂
の
体
験
が
あ
な
た
を
包

む
。
戦
国
時
代
を
生
き
た
サ

ム
ラ
イ
の
夢
を
体
感
す
る
、

新
し
い
歴
史
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
で
は
、
あ
な
た
も

刀
を
帯
び
て
戦
場
へ
―
―
歴

史
の
観
客
で
は
く
、
あ
な

た
自
身
が
戦
国
時
代
の
当

事
者
と
な
る
。
大
河
ド
ラ

マ
や
歴
史
番
組
で
培
わ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
を
結
集
し
て
送
る
、

夢
の
旅
へ
出
か
け
て
み
て

は
。

　

大
阪
歴
史
博
物
館　

６

階
特
別
展
示
室
（Osaka 

M
etro

谷
町
線
・
中
央
線

「
谷
町
四
丁
目
」
駅
２
・

９
番
出
口
よ
り
す
ぐ
）
に

て
開
催
中
、
２
０
２
７
年
３

月
14
日
（
日
）
ま
で
。
休
館

日
は
火
曜
（
た
だ
し
、
祝
日

の
場
合
は
開
館
し
翌
日
閉

館
）、
12
月
28
日
～
１
月
４

日
。
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
（
最
終
入
館
は
同
４

時
前
ま
で
）。
一
般
【
平
日
】

３
５
０
０
円
、【
土
日
祝
】

４
０
０
０
円
、小
中
高
生【
平

日
】
１
５
０
０
円
、【
土
日

祝
】
２
０
０
０
円
（
７
歳
未

満
の
お
子
様
は
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ

ン
ツ
を
ご
体
験
い
た
だ
け
ま

せ
ん
）、
い
ず
れ
も
事
前
予

約
・
日
時
指
定
制
。
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
０
・
５
５

４
１
・
８
６
０
０
（
午
前
９

時
～
午
後
８
時
、
無
休
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待
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桑
藤
プ
ロ
が
今
大
会
初

優
勝
、
実
に
10
年
ぶ
り

と
な
る
涙
の
復
活
勝
利

を
飾
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
藤
永
プ
ロ

と
桑
藤
プ
ロ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
賞
金
１
５
０

万
円
と
、
優
勝
副
賞

と
し
て
藤
永
プ
ロ
に
は

「
ヤ
リ
ス
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
」（
神
戸
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

株
式
会
社
提
供
）、
桑

藤
プ
ロ
に
は
「
ノ
ー
ト

e-POW
ER

」（
日
産
自

動
車
株
式
会
社
提
供
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Vol.947
■情報はこちらへ　　ＴＥＬ／075（555）3186　　ＦＡＸ／075（693）8353
E-mail／mknews@mk-group.co.jp　　https://www.mk-group.co.jp/

男子優勝副賞のトヨタ「ヤリスハイブリッド」（左）の前に立つ神戸トヨペット㈱関
本英輝執行役員部長と藤永プロ、女子優勝副賞の日産「ノート e-POWER」（右）の
前に立つ日産自動車販売㈱髙田泰伸社長と桑藤プロ

を
伸
ば
し
逃

げ
切
り
、
見

事
２
３
３
対

１
８
７
で
勝

利
。
こ
れ
ま

で
の
悔
し
さ

を
晴
ら
す
悲

願
の
今
大
会

初
優
勝
、
そ

し
て
今
季

２
勝
目
・
通

算
６
勝
目
を

達
成
し
ま
し

た
。

　

一
方
の
女

子
は
、
予
選

か
ら
激
し
い

戦
い
を
く
ぐ

り
抜
け
て
き

た
桑
藤
美
樹

プ
ロ（
45
期・

（
株
）
ス
ポ

　

去
る
９
月
17
日
〜
19
日
︑

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂
に
て﹁
第

19
回
Ｍ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ

プ
﹂（
公
益
社
団
法
人
日
本

プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
公
認
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
本
年

も
協
賛
各
社
を
は
じ
め
出
場

選
手
︑
観
客
の
皆
様
に
多
大

な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
︑
大
盛
況
の
中
で
無
事

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
︑
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
声
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

次
世
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
と

復
活
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
魅

せ
た
劇
的
決
着

　

３
名
に
よ
り
争
わ
れ
た
注

目
の
Ｔ
Ｖ
決
勝
ス
テ
ッ
プ
ラ

ダ
ー
。
男
子
は
、
予
選
か
ら

安
定
し
た
投
球
で
１
位
通
過

を
果
た
し
た
藤
永
北
斗
プ
ロ

（
61
期
・N&K Co.,Ltd.

）
が
、

頂
点
を
目
指
し
て
優
勝
決
定

戦
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　

３
位
決
定
戦
で
は
、
佐
藤

プ
ロ
、
畑
プ
ロ
と
も
に
波
乱

の
出
だ
し
で
苦
戦
す
る
も
佐

藤
プ
ロ
が
逃
げ
切
り
、
勝
ち

上
が
り
ま
す
。

　

優
勝
決
定
戦
、
藤
永
プ
ロ
、

佐
藤
プ
ロ
と
も
に
息
詰
ま
る

緊
張
感
の
中
、
ま
た
も
や
波

乱
の
序
盤
。
３
位
決
定
戦
を

勝
ち
上
が
っ
て
勢
い
に
乗
り

た
い
佐
藤
プ
ロ
で
し
た
が
、

そ
の
後
藤
永
プ
ロ
が
ス
コ
ア

ル
ト
／
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
が
最
後
ま

で
リ
ー
ド
を
許
さ
な
い
プ
レ

ー
を
見
せ
ま
し
た
。

　

３
位
決
定
戦
で
は
、
飯
田

プ
ロ
、
石
田
プ
ロ
と
も
に
接

戦
の
対
決
で
し
た
が
石
田
プ

ロ
が
勝
ち
上
が
り
、
優
勝
決

定
戦
へ
。

　

桑
藤
プ
ロ
が
序
盤
か
ら
ス

ト
ラ
イ
ク
を
重
ね
て
リ
ー
ド

を
守
り
、
７
連
続
ス
ト
ラ
イ

ク
を
マ
ー
ク
。
石
田
プ
ロ
は

必
死
に
攻
め
る
も
追
い
つ
か

ず
。
２
６
８
対
１
９
２
の
大

ス
コ
ア
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

本大会初優勝（通算６勝目）の藤永北斗プロ本大会初優勝（通算６勝目）の藤永北斗プロ
本大会初優勝、10 年ぶりとなる優勝本大会初優勝、10 年ぶりとなる優勝

（通算４勝目）を決めた桑藤美樹プロ（通算４勝目）を決めた桑藤美樹プロ

185

218

233

187

202

191

268

192

１位通過 （61期生）
  藤永　北斗  プロ

（最終順位 優勝）

優勝
　藤永　北斗 プロ

2位通過 （57期生）
  佐藤　貴啓  プロ

3位通過 （64期生）
  畑　秀明  プロ 大会初優勝／

通算6勝目

１位通過 （45期生）
  桑藤　美樹  プロ

優勝
　桑藤　美樹 プロ

2位通過 （48期生）
  飯田　菜々  プロ

3位通過 （55期生）
  石田　万音  プロ 大会初優勝／

通算4勝目（10年ぶりとなる優勝）

Ｔ
Ｖ
決
勝
結
果（
３
名
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ラ
ダ
ー
方
式
）

（最終順位 第2位）

（最終順位 第3位）

（最終順位 優勝）

（最終順位 第3位）

（最終順位 第2位）

畑プロ畑プロ畑プロ

佐藤プロ佐藤プロ佐藤プロ

藤永プロ藤永プロ藤永プロ

石田プロ石田プロ石田プロ

飯田プロ飯田プロ飯田プロ

桑藤プロ桑藤プロ桑藤プロ

6面に関連記事

19

https://www.mk-group.co.jp/charitycup/

最終結果の
詳細はこちら

表
彰
式
に
て

白
熱
の
攻
防
を
制
し

新
王
者
が
誕
生
！

男
子
・
藤
永
北
斗
プ
ロ
、
女
子
・
桑
藤
美
樹
プ
ロ
が

揃
っ
て
今
大
会
初
優
勝

協賛 多数のご協賛、誠にありがとうございます――――――――――――――――――――（順不同・敬称略）

賞金総々額：1,040万円（優勝賞金：男女各150万円／優勝副賞）
後　　　援：京都市、京都府、（公財）JAPAN BOWLING
 （一社）京都府ボウリング連盟、日本ボウラーズ連盟、（公社）日本ボウリング場協会
特 別 協 賛：日産自動車販売株式会社、AIG損害保険株式会社
 ブリヂストンタイヤソリューションジャパン株式会社、神戸トヨペット株式会社

有限会社林商会
リッツＭＣ株式会社
三井住友ファイナンス＆リース株式会社
中越バス販売株式会社
株式会社Shift
Hyundai Mobility Japan株式会社
株式会社武田ゴム商店
エリアワンエンタープライズ株式会社
タイコー物産株式会社
株式会社あかつき
山川・増山・髙橋法律事務所
株式会社リマニットモータリー
ETP合同会社
堂島観光株式会社
株式会社玉井道路
日進食品株式会社
株式会社ソ・ラボ
ダイドードリンコ株式会社
ネッツトヨタゾナ神戸株式会社
税理士法人笹倉会計事務所
株式会社サンクスパートナーズ
住友三井オートサービス株式会社
アサヒビール株式会社
株式会社松本鑿泉工業所
ノンゼロサム株式会社
株式会社大陽猪名川自動車学校
千里馬神戸ボクシングジム
OmniEyes Co., Ltd.
ボディーショップニシダ

楽天ヴィッセル神戸株式会社
小林総業株式会社
松田産業株式会社
株式会社扇屋住宅
緋乃株式会社
Uber Japan株式会社
緑米穀店
株式会社都市企画設計コンサルタント
株式会社セレマ
株式会社双葉製作所
株式会社武内工業所
安藤不動産株式会社
株式会社ダイフクプラスモア
株式会社D-rise
株式会社大塚商会 京都支店
株式会社ビデオセンシング
中央タクシー株式会社
株式会社SRC
ガーデンネットワーク株式会社
中和石油株式会社
青山商事株式会社
株式会社ハイ・スポーツ社
株式会社リード
ジャパン・ホテル・リート・アドバイザーズ株式会社
株式会社エクシング
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社
関西和光株式会社
学校法人京都府自動車学校
サントリービバレッジソリューション株式会社

山芳製菓株式会社
株式会社アメリカンボウリングサービス
株式会社システム計画研究所
一般社団法人関西学生アメリカンフットボール連盟
株式会社電脳交通
株式会社パイ・アール
株式会社トミナガ
株式会社マイナビ
大和リース株式会社
カーメンテナンス ダイシン
センコー商事株式会社
株式会社オーシャン
丸紅エネルギー株式会社
二葉計器株式会社
愛のタクシーチケット株式会社
株式会社東亜商会
株式会社ボンズビルディングサービス
神姫産業株式会社
株式会社内田組
ソフトバンク株式会社
有限会社ツー・ウッド
大東車体株式会社
株式会社創都設計
春日製作所株式会社
京都中央信用金庫
株式会社メイテツコム
NTT西日本株式会社 京都支店
株式会社日本メディカルブリッジ
タケウチビユーテー株式会社
株式会社滋賀トヨタ
野村證券株式会社 京都支店
コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
株式会社大国
一般財団法人京都工場保健会神戸健診クリニック
株式会社サンブリッジ
ハッピーヒルズ株式会社

株式会社タイセイ開発
株式会社三共電機工業所
株式会社クイック
株式会社ステッグバーコーポレーション
関西みらい銀行
株式会社オ－ト用品
日本建設株式会社
株式会社鳴門自動車教習所
株式会社神戸新聞総合印刷
シャープマーケティングジャパン株式会社
エン京都株式会社
三菱ふそうトラック・バス株式会社
株式会社昭和トラスト トーヨーリテール事業部
株式会社バリューデザイン
株式会社はれま
京都下鴨茶論
京都日野自動車株式会社
株式会社中部都市建築設計事務所
大和ハウスパーキング株式会社
株式会社エイトプランニング
株式会社大阪繊維
株式会社ヒロココシノ
入谷緑化土木株式会社
出光興産株式会社関西支店
福田部品株式会社
株式会社テンダープロ
瀬古口精良
愛奈工業株式会社
全日本ボランティア連盟
芙蓉オートリース株式会社
株式会社近鉄・都ホテルズ　ウェスティン都ホテル京都
株式会社ベルティス
株式会社スズキ自販京都
ステアリテール株式会社
株式会社TGCホールディングス


